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市職員等への応急手当講習企砂

特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題⑪J(詳細川2)

A平成13年9月10日に開催された

第1回救命のつどい



.....開会式

AシンポジウムI

企ポスターセッション

平成17年1月27日(木)• 28日(金)、第13回全

国救急隊員シンポジウムが川崎市にて開催され、

全国から救急隊員等約3，100名が参加しました

(詳細p.8) 0 

A教育講演E

A運営委員長

日本医科大学教授

山本保博氏
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デモンストレーション

民
J



救急振興財団では、消防機関が行う応急手当の普及啓発活動を支援するため、財団

法人日本宝くじ協会からの助成を受けて、平成16年度は江津邑智消防組合(島根県)

と富山市消防局(富山県)の 2団体に、救急普及啓発広報車を寄贈いたしました。

平成17年2月8日に江津巴智消防組合、平成17年2月9日に富山市消防局におい

て、受納式が行われました。

-江津邑智消防組合・.. . . . . . . 

-富山市消防局……・
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日
本
で
は
、
昔
か
ら
災
害
や
事
件
な
ど

の
恐
ろ
し
き
の
代
表
と
し
て
、
地
震
、
雷
、

火
事
、
オ
ヤ
ジ
と
言
わ
れ
て
き
た
。
最
初

の
三
災
害
は
よ
く
理
解
で
き
る
が
、
最
後

の
オ
ヤ
ジ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、

素
直
に
親
父
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
江
戸
時

代
の
庶
民
社
会
に
お
い
て
は
、
母
型
制
で

あ
り
、
オ
カ
ミ
さ
ん
の
力
は
絶
大
で
、
亭

主
は
い
つ
も
尻
に
し
か
れ
て
い
る
身
で
あ

っ
た
。
親
父
が
強
か
っ
た
の
は
、
明
治
か

ら
昭
和
の
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
富
国
強
兵

が
国
是
と
な
っ
た
期
間
だ
け
だ
っ
た
。
そ

れ
故
、
以
前
か
ら
オ
ヤ
ジ
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
大
風
、
台
風
が
一
般
的
に
は
言
わ

れ
て
い
た
。

し
か
し
、
私
の
考
え
る
オ
ヤ
ジ
と
は
、

こ
れ
で
は
な
く
、
祭
り
や
縁
日
な
ど
の
マ

ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
(
宮

gω
哲
F
2
E
m
)

な
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
オ
ヤ
ジ
と

は
、
大
(
オ

l
)
、
野
師
(
ヤ
シ
)
の
こ

争巻頭のことぱ

出
本

保
博

日
本
救
急
医
学
会

と
で
あ
り
、
昔
か
ら
、
野
師
の
カ
シ
ラ
が

出
て
く
る
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い

で
ケ
ン
カ
や
イ
ザ
コ
ザ
が
絶
え
な
く
、
死

者
も
時
に
は
多
く
出
た
。
そ
れ
以
上
に
現

場
に
い
た
多
く
の
見
物
人
が
悲
鳴
や
流
血

を
契
機
に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
り
、
逃
げ

ま
ど
っ
て
群
集
な
だ
れ
の
下
敷
き
に
な

り
、
多
数
の
死
者
も
出
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
群
集
な
だ
れ
に
よ
る
死
者
は
数
十
か

ら
数
百
人
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
た

め
、
大
野
師
は
厳
し
く
、
イ
ザ
コ
ザ
を
規

制
し
た
こ
と
に
よ
り
、
怖
い
仁
王
様
の
代

表
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
四
つ
の
災
害
の
並
べ
方

を
み
て
も
、
最
初
の
地
震
、
雷
が
自
然
災

害
で
、
火
事
と
オ
ヤ
ジ
は
人
為
災
害
と
考

え
る
方
が
台
風
と
す
る
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で

あ
ろ
う
。

名
古
屋
で
は
、
愛
・
地
球
博
が
二

0
0

五
年
三
月
二
五
日
か
ら
六
ヶ
月
間
の
予
定

理
事
長
(
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
主
任
教
授
)

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
六
ヶ
月
間
で
二
、

0
0
0
万
人
以
上
の
人
達
が
訪
れ
る
予
定

で
あ
り
、
こ
の
数
字
は
、
毎
日
一
一
万
人

以
上
が
入
場
す
る
計
算
で
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
違
い
が
あ
り
、
数
字
の
比
較
に
は
問

題
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
マ
ス
ギ
ヤ

ザ
リ
ン
グ
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
日
韓

同
時
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
二

0
0
二
年
の
試
合
で
の
傷
病
者
デ

l
タ
が

あ
る
。
日
本
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
試
合
で

競
技
場
に
入
場
し
て
病
気
や
け
が
を
し
た

人
は
、
一

O
、
0
0
0
人
に
対
し
て
平
均

二
了
七
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
を
愛

・
地
球
博
に
置
き
換
え
る
と
、
毎
日
約
一

三
O
人
が
診
療
所
を
訪
れ
る
計
算
と
な

る
。
一
般
の
患
者
数
だ
け
で
も
大
き
な
数

字
だ
が
、

N
B
C
テ
ロ
や
爆
弾
テ
ロ
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
災
害
医
療
に
精

通
し
て
い
る
救
急
医
も
必
要
と
な
る
。
も

し
も
の
為
に
愛
・
地
球
博
事
務
局
は
綿
密

ジ

に
災
害
医
療
の
場
合
の
対
応
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

わ
が
国
に
お
け
る
一
二
世
紀
の
災
害
で

最
も
重
要
な
も
の
は
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン

グ
災
害
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

我
々
の
、
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
行
き
た

が
る
傾
向
を
考
え
る
と
、
日
本
に
お
い
て

の
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
は
ス
ポ
ー
ツ
や
音

楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
祭

り
、
縁
日
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
初
詣
な

ど
数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
。

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
お
け
る
こ

一
世
紀
の
人
為
災
害
は
、
オ
ヤ
ジ
が
怒
る

こ
の
災
害
が
最
も
多
い
と
考
え
、
災
害
対

策
の
基
本
で
あ
る

P
2
8
t
g
(予
防
)
、

H
J
岳
山
門
包
出
。
∞
ω
(
準
備
)
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

7 



ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ロ
J'¥ 

ト

ー
救
命
の
明
自
を
拓
く

瞳霊童軍軍

飛
躍
の
ス
テ
ー
ジ
へ
l

文
l

編
集
室

平
成
一
七
年
一
月
二
七
日
・
二
八
日
の
両
日
「
第
四
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
川
崎
市
消
防

局
・
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
の
主
催
に
よ
り
、
川
崎
市
教
育
文
化
会
館
・
サ
ン
ピ
ア
ン
川
崎
・
い
さ
ご
会

館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
う
医
療
関
係
者
や
救
急
隊
員
等
約
三
、

展
開
さ
れ
た
。

盟
特
別
講
演
「
愛
わ
り
ゆ
く
救
急
業
務

と
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

E
iル
体
制
」

講
師
一
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
院
長

明

石

勝

也

昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
わ
が
国
に
お

け
る
救
急
医
療
発
展
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

現
在
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
の
課
題
、
今
後
の
展

望
等
に
つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
に
求
め
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
患
者
中
心
の
医
療
」
で
あ
り
、
患
者
の
視
点
を
尊

重
し
た
安
全
・
安
心
な
医
療
の
提
供
、
人
材
の
確
保

と
資
質
の
向
上
を
含
め
た
質
の
高
い
効
率
的
な
医
療

の
提
供
等
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
O
O名
が
参
加
し
、
各
会
場
に
お
い
て
活
発
な
議
論
が

こ
う
し
た
変
革
の
中
で
、
救
急
救
命
士
の
処
置
範

囲
拡
大
に
伴
う
救
急
医
療
体
制
改
革
は
、
救
急
救
命

士
・
救
急
隊
員
に
も
医
療
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

覇
記
念
講
演
「
集
団
災
害
に
学
ぶ
危
機

管
理
」

講
師
一
株
式
会
社
独
立
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長

青

山

繁

晴

「
日
本
の
危
機
と
安
全
保
障
の
真
実
を
問
、
つ
」
、
「
国

民
保
護
法
制
の
根
っ
こ
は
何
か
、
運
用
の
現
実
的
な

課
題
と
は
何
か
を
考
え
る
」
、
「
指
揮
官
と
は
何
か
。

そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
右
左
で
は
な
く
真
っ
直
ぐ

に
見
る
」
、
「
集
団
災
害
の
可
能
性
と
世
界
の
動
き
と

が
、
ど
う
つ
な
が

っ
て
い
る
か
を
考

え
る
」
を
テ

l
マ

に
、
昨
今
の
国
内

外
の
話
題
を
交
え

な
が
ら
講
演
が
な

さ
れ
た
。

本
講
演
は
、
講

師
と
受
講
者
が
や

り
取
り
を
交
わ
す

「
問
い
か
け
形
式
」

が
漂
っ
て
い
た
。

で
進
行
し
、
会
場
内
は
緊
張
感

8 救:患救命第14号
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盟
関
教
青
講
演
I
「
法
医
学
か
ら
毘
た
救

急
現
場
」

教育講演 1

講
師
一
奇
林
大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
主
任
教
授

佐

藤

喜

宣

救
急
救
命
現
場
で
対
応
に
苦
慮
す
る
例
と
し
て
、

死
後
経
過
時
間
の
推
定
・
現
場
保
存
・
子
供
虐
待
・

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
救

急
救
命
現
場
で
の
感
染
防
御
と
し
て
、
患
者
の
症
状

に
よ
る
感
染
の
危
険
性
・
救
命
処
置
に
よ
る
感
染
の

危
険
性
・
薬
剤
・
消
毒
法
の
開
発
に
つ
い
て
、
講
演

が
な
さ
れ
た
。

盟
教
育
講
演
E
「
産
婦
人
科
救
急
に
対

す
る
知
識
及
び
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
」

講
師
一
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

産

婦

人

科

教

授

竹

田

省

産
科
・
婦
人
科
救
急
疾
患
の
対
応
に
つ
い
て
解
説

が
な
さ
れ
た
。

我
が
国
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
先
進
諸
外
国
と
比
較

す
る
と
高
く
、
満
足
す
べ
き
状
況
で
は
な
い
た
め
、

そ
の
生
理
・
病
態
を
知
る
こ
と
は
救
急
医
療
に
携
わ

る
者
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療

機
関
と
高
次
医
療
機
関
な
ど
と
の
ス
ム
ー
ス
な
医
療

連
携
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

シンポジウムE

盟
一
蝦
講
演
「
救
急
搬
送
に
お
け
る
霊

症
度
・
緊
急
度
判
断
基
準
」

講
師
一
日
本
医
科
大
学
付
属
千
葉
北
総
病
院

救

命

救

急

セ

ン

タ

ー

長

益

子

邦
洋

平
成
一
六
年
三
月
に
倒
救
急
振
興
財
団
か
ら
出
さ

れ
た
「
救
急
搬
送
に
お
け
る
重
症
度
・
緊
急
度
判
断

基
準
」
報
告
書
で
一
不
さ
れ
た
判
断
基
準
と
処
置
に
関

す
る
プ
ロ
ト
コ

l
ル
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

I
「
増
え
つ
い
つ
け
る
救
急
件
数
へ
の

取
り
組
み
」
で
は
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
救

急
需
要
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
札
幌
北
橘

病
院
、
東
京
消
防
庁
、
横
浜
市
消
防
局
、
大
阪
市
消

防
局
、
福
岡
市
消
防
局
よ
り
発
表
が
な
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

E
「
救
急
現
場
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」
で
は
、
救
急
隊
員
に
求
め
ら

れ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
大
阪
府
立
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
自
衛

隊
中
央
病
院
、
救
急
救
命
九
州
研
修
所
、
仙
台
市
消

防
局
、
堺
市
高
石
市
消
紡
組
合
消
防
本
部
よ
り
発
表

が
な
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

E
「
N
B
C
災
害
へ
の
取
り
組
み
」

で
は
、
総
務
省
消
防
庁
、
神
奈
川
県
警
察
、
自
衛
隊
、

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
墜
院
、
東
京
消
防

庁
、
新
潟
市
消
防
局
か
ら
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
等

を
教
訓
と
し
た

N
B
C
災
害
へ
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

特
別
発
表
「
新
潟
中
越
地
震
に
お
け
る
救
急
業
務
」

で
は
、
昨
年
発
生
し
た
新
潟
中
越
地
震
に
お
け
る
救

急
活
動
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
消
防
研
究
所
、

長
岡
赤
十
字
病
院
、
長
岡
市
消
防
本
部
よ
り
報
告
が

9 



な
さ
れ
た
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
救
急
業
務
に
お
け
る
賠
償
責

任
」
で
は
、
法
律
家
で
あ
る
二
名
の
先
生
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
迎
え
、
救
急
業
務
に
関
す
る
賠
償
責
任
に

つ
い
て
、
会
場
の
参
加
者
を
交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
「
A
E
D
と
救
命
の
連

鎖
」
で
は
、
二
消
防
局
に
よ
る

A
E
D
の
使
用
を
想

定
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

川
崎
市
消
防
局
か
ら
は
、
「
P
A
連
携
・
先
着
消

防
隊
の

B
L
S
か
ら
救
急
隊
に
よ
る
気
管
内
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
気
道
確
保
」
と
題
し
て
、
気
道
異
物
に
よ

る
救
急
事
案
に
対
し
て
先
着
消
防
隊
に
よ
る

A
E
D

を
含
め
た

B
L
S
の
後
、
後
着
救
急
隊
の
救
急
救
命

士
に
よ
る
気
管
挿
管
に
よ
る
気
道
確
保
実
施
ま
で
の

流
れ
が
展
開
さ
れ
た
。

名
古
屋
市
消
防
局
か
ら
は
、
「
電
話
に
よ
る
口
頭

指
導
に
よ
る
C
P
R
と
救
急
隊
員
の
早
期
除
細
動
」

と
題
し
て
、
通
報
者
に
対
し
て
救
急
隊
出
動
途
上
か

ら
の
ト
リ
ア
l
ジ
プ
ロ
ト
コ

l
ル
に
基
づ
い
た
情
報

収
集
・
口
頭
指
導
を
行
い
、
心
停
止
か
ら
除
細
動
ま

で
の
時
間
を
短
縮
す
る
救
急
活
動
が
披
露
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
気
管
挿
管
実
習
に
お

け
る
現
状
と
課
題
」
で
は
、
昨
年
七
月
か
ら
救
急
救

命
士
に
認
め
ら
れ
た
気
管
挿
管
実
施
に
向
け
た
実
習

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
、
高

岡
市
民
病
院
、
救
急
救
命
東
京
研
修
所
、
京
都
市
消

防
局
、
山
形
市
消
防
本
部
よ
り
発
表
が
な
さ
れ
た
。

ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
救
急
資
器
材
の
工
夫
」
で
は
、

長
崎
市
消
防
局
、
広
島
市
消
防
局
、
讃
岐
地
区
広
域

消
防
本
部
よ
り
、
日
ご
ろ
使
用
し
て
い
る
資
器
材
の

改
良
・
工
夫
に
つ
い
て
、
ビ
デ
オ
を
用
い
た
発
表
が

な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
I
「
救
急
隊
員
の
教
育
と
効
果
的
な
訓
練

へ
の
取
り
組
み
」
で
は
、
堺
市
高
石
市
消
防
組
合
消

防
本
部
、
神
戸
市
消
防
局
、
東
京
消
防
庁
、
出
雲
市

外
四
町
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
、
福
岡
市
消
防
局

よ
り
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
教
育
・
訓
練
方

法
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
E
「
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
へ
の
取
り

組
み
」
で
は
、
旭
川
市
消
防
本
部
、
中
和
広
域
消
防

組
合
消
妨
本
部
、
高
槻
市
消
防
本
部
、
出
雲
市
外
四

町
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
、
前
橋
広
域
消
防
本
部

よ
り
、
一
般
市
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
E
「
消
防
隊
連
携
活
動
」
で
は
、
独
立
行

政
法
人
消
防
研
究
所
、
戸
田
市
消
防
本
部
、
さ
い
た

ま
市
消
防
局
、
平
塚
市
消
防
本
部
、
北
九
州
市
消
防

局
よ
り
、
救
急
隊
と
消
防
隊
の
連
携
活
動
に
つ
い
て

発
表
が
な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
U

「
事
後
検
証
シ
ス
テ
ム
の
問
題
と
課

題
」
で
は
、
高
野
町
消
防
本
部
、
明
石
市
消
防
本
部
、

救怠救命第14号 10
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横
浜
市
消
防
局
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局
、
高
松
市
消
防
局
よ
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
下
に
お
け
る
事
後
検
証
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
V
「
重
症
外
傷
」
で
は
、
札
幌
市
消
防
局
、

久
留
米
市
消
防
本
部
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
消
防
局
、
熊
本
市
消
防
局
、
東
京
消
防
庁
よ
り
、

外
傷
に
関
す
る
事
例
報
告
が
な
さ
れ
た
。

一般発表V

一
般
発
表
羽
「
脳
血
管
疾
患
症
例
」
で
は
、
新
潟
市

消
防
局
、
名
古
屋
市
消
防
局
、
瀬
戸
市
消
防
本
部
、

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
、
川
崎
市

消
防
局
よ
り
、
脳
血
管
疾
患
に
関
す
る
事
例
報
告
が

な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
四
「
呼
吸
器
疾
患
症
例
」
で
は
、
朝
霞
地

区
一
部
事
務
組
合
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
、
川
崎

市
消
防
局
、
千
葉
市
消
防
局
、
東
京
消
防
庁
、
戸
田

市
消
妨
本
部
よ
り
、
呼
吸
器
疾
患
に
関
す
る
事
例
報

告
が
な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
唖
「
循
環
器
疾
患
症
例
」
で
は
、
高
槻
市

消
防
本
部
、
相
模
原
市
消
紡
本
部
、
仙
台
市
消
防
局
、

さ
い
た
ま
市
消
防
局
、
福
岡
市
消
防
局
よ
り
、
循
環

器
疾
患
に
関
す
る
事
例
報
告
が
な
さ
れ
た
。

一般発表団

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

I
l
E
で
は
、
二
二
名
の
発

表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
日
ご
ろ
の
研
究
等
の
成
果
を
発
表

し
た
。

第
日
回
を
迎
え
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

ど
の
会
場
で
も
活
発
な
意
見
交
換
・
問
題
提
起
が
行

わ
れ
、
複
雑
多
様
化
す
る
救
急
業
務
に
従
事
す
る
者

に
と
っ
て
、
貴
重
な
場
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

平 32
シ成す

話Eざ

Z量
ム全
の国
開墾
催患
に墜
つ貝
し1
て

第
日
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
程
平
成
一
八
年
一
月
二
六
日
嗣
・
二
七

日
働

会
場
朱
駕
メ
ッ
セ
(
新
潟
市
)

資
料
代
一
、

0
0
0
円

品
U

A
宮

町
別
…
…
?
?

?
知
内
喝
開
削
川
町

甑
山
駅
却

融向山問翻一紘一一僻

筒
賀
野
山
川

ACCESS MAP 
償譲JII

日本海

繍品
刀

闘
融関

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
(
一
一
月
三
O
日
発
行
)
に

て
ご
確
認
下
さ
い
。
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

隷

患

国
パ
ー
ト
2

一
路
急
手
当
一
普

発骨骨

動

課
題
⑮

ー
滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

(
北
海
道
)
を
取
材
し
て
|

文
l

i編
集
室

北
海
道
の
札
幌
市
と
旭
川
市
の
ほ
ぼ
中
聞
に
位
置
す
る
滝
川
市
で
は
、
「
健
康
都
市
」
を
宣
言
し
、
市
全
体
の

健
康
を
積
極
的
に
増
進
さ
せ
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

滝
川
市
を
管
轄
す
る
滝
川
地
区
広
域
消
紡
事
務
紹
合
で
は
、
こ
の
「
健
康
都
市
宣
ニ
一
一
E

の
一
環
と
し
て
、
「
滝

川
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
万
人
宣
吾
一
E
を
掲
げ
、
官
・
民
一
体
と
な
っ
て
応
急
手
当
の
普
及
瞥
発
に
努
め
て
い
る
。

今
回
は
、
「
滝
川
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
万
人
宣
言
」
の
活
動
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

「
滝
川
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
万
人

曹
三
一
一
巴
の
概
要
盟

向
上
」
を
一
つ
の
目
標
に
掲
げ
て
い
た
だ
き
、
一
一
一

年
九
月
に
計
画
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
翌
年
の
一

三
年
か
ら
は
、
計
画
の
一
環
と
し
て
「
救
命
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
消
防
と

市
が
連
携
し
な
が
ら
、
同
年
の
九
月
一

O
日
に
約
四

0
0
名
を
集
め
て
第
一
回
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
一

0
年
間
に
当
市
世
帯
数
で
あ
る
二
万
世
帯

の
中
で
、
一
世
帯
に
最
低
一
人
の
救
命
講
習
受
講
者

を
養
成
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
て
、
い
つ
、
ど
こ

で
も
市
民
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
安
全
で
安
心
な

l
i
i
「
滝
川
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
万
人
宣
一
一
一
一
口
」
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

北
修
平
成
二
一
年
に
、
滝
川
市
で
は
「
健
康
・
滝

川
二
一
計
画
」
と
い
う
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
、
消

防
も
関
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
「
救
命
率
の

救急救命第14号 12
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ま
ち
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

嶋
実
際
に
出
動
し
た
現
場
で
、
救
命
講
習
を
受
講

し
た
方
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
緊
急
事

態
に
追
い
込
ま
れ
た
状
態
で
、
心
肺
蘇
生
法
を
実
施

す
る
の
は
非
常
に
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
宣

言
は
、
市
民
に
救
命
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

自
信
を
持
っ
て
現
場
で
応
急
手
当
を
実
施
し
て
も
ら

う
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
り
ま
し
て
、
「
あ
く
ま

で
も
市
民
が
主
役
」
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
ま

す
。
平
成
一
六
年
の
二
月
に
は
、
目
標
の
半
数
に
当



た
る
一
万
人
を
達
成
し
ま
し
て
、

ス
で
養
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

か
な
り
早
い
ペ

1

|
|
「
救
命
の
つ
ど
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

宇
山
平
成
二
二
年
に
第
一
回
を
開
催
し
て
か
ら
、

市
民
へ
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

ま
し
て
、
昨
年
で
第
四
回
を
数
え
ま
し
た
。
特
徴
的

な
取
組
み
と
し
て
、
実
際
の
体
験
談
を
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
救
命
す
劇
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
、
市
民
か
ら
救
命
の
必
要
性
を
発
表
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

嶋
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
消
防
側
か
ら
の

講
演
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
一
般
的
だ
と
思

い
ま
す
が
、
市
民
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
「
プ
ロ
な
ん

だ
か
ら
当
た
り
前
」
と
し
か
感
じ
て
い
た
だ
け
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
「
救
命
の
つ

ど
い
」
で
は
、
あ
え
て
市
民
を
主
役
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
一
般
の
方
々
に
応

急
手
当
の
必
要
性
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
、

「
自
分
に
も
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
香
の

E
的
と
し
て
い
ま
す
。

|
|
「
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

北
僚
私
た
ち
は
、
応
急
手
当
講
習
を
受
講
し
て
い

た
だ
い
た
方
を
「
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
「
救
命
の
つ
ど
い
」
の
開
催
に
当
た
っ
て
、

市
の
広
報
や
新
開
を
通
じ
て

P
R
し
た
わ
け
で
す

が
、
参
加
者
の
多
く
は
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

「
口
コ
ミ
」
で
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
や
は
り
、

私
た
ち
が
ど
ん
な
に
広
報
し
て
も
市
民
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
く
に
は
壁
が
あ
り
ま
す
の
で
、
普
及
に
当

た
っ
て
は
、
実
際
に
体
験
し
た
方
々
か
ら
周
り
の
人

た
ち
に
広
げ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
効
果
的
な
方
策

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
「
救
命
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
方
に
は
、
「
救
命
の
つ
ど
い
」
や
講
習

会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
自
発
的

に
応
急
手
当
の
重
要
性
を
広
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す。
自
国
吋

品
開
‘

「
救
命
の
つ
ど
い
」
も
、
年
々
中
身
が
濃
く
な

っ
て
お
り
、
寸
劇
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
際
に

も
、
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
積
極
的
に
関
与
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
消
防
側
が

指
導
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
か

ら
「
一
一
一
日
葉
が
専
門
的
す
ぎ
る
」
と
か
「
こ
う
し
た
方

が
分
か
り
ゃ
す
い
」
な
ど
と
意
見
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
逆
に
教
え
て
い
た
だ
く
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
「
救
命
の
つ
ど
い
」
で
の
発
表
の
他

に
も
、
消
防
の
行
事
が
あ
る
た
び
に
救
急
の
コ
ー
ナ

ー
を
作
っ
て
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す。醐
輔
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
に
向
け

て
の
取
組
み
盟

|
|
「
救
命
の
つ
ど
い
」
の
他
に
何
か
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

嶋
管
内
の
救
急
事
案
を
調
査
し
て
み
ま
す
と
、
こ

こ
数
年
高
齢
者
の
搬
送
が
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
管

内
の
人
口
比
率
を
見
て
も
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
く

13 



な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
何
か
あ
っ
た
時
に
積
極
的

に
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
協
会
に
声
を
か
け
て
乗
務
員
全

員
に
救
命
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
僚
な
ぜ
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
に
目
を
付
け
た

か
と
一
ゴ
一
口
い
ま
す
と
、
調
べ
た
ら
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
と

い
う
の
は
五

0
0
メ
ー
ト
ル
四
方
に
一
ヵ
所
と
い
う

よ
う
に
、
設
置
基
準
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
て
、
屋
外

で
緊
急
事
態
が
発
生
し
て
も
、
管
内
で
は
電
話
ボ
ッ

ク
ス
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
迅
速
な
一

一
九
番
通
報
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員

が
見
つ
け
て
く
れ
れ
ば
、
助
け
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム

を
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
。
い
わ
ゆ
る
タ
ク
シ
ー

の
S
O
S
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
公
共
施
設
で
の
救
急
事
案

........ 
T 
山

も
結
構
あ
り
ま
す
の
で
、

J
R
と
連
携
し
て
ホ

l
ム

か
ら
救
急
車
に
傷
病
者
を
受
け
継
ぐ
ま
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
市
内
に
点
在
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
救
命
講
習
を
受
講
し
た
石
油
協

会
の
支
部
長
さ
ん
か
ら
、
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
所
長
さ
ん
に
研
修
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

i
i
i滝
川
市
で
は
、
市
職
員
の
救
命
講
習
受
講
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

宇
山
市
職
員
に
対
し
て
は
、
職
員
研
修
と
し
て
全

職
員
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
七
八
%
く
ら

い
ま
で
進
ん
で
い
て
、
今
年
中
に
は
す
べ
て
の
職
員

が
修
了
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

北
僚
職
員
研
修
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
の
職
員
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一

人
の
市
民
と
し
て
、
倒
れ
た
方
が
い
た
ら
、
自
然
に

体
が
動
く
の
が
当
た
り
前
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。

歯
応
急
手
当
推
進
へ
の
展
望
瞳

|
|
一
般
市
民
に
も

A
E
D
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
後
に
向
け
て
の
展
望
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

オヒ
イ擬

応
急
手
当
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
受

け
た
人
に
理
解
を
し
て
い
た
だ
い
て
そ
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
例

え
ば
一

O
人
が
講
習
を
受
講
し
て
、
そ
の
中
で
数
人

が
理
解
し
て
い
れ
ば
、
何
十
人
の
人
た
ち
を
ま
た
連

れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
積
重
ね
が
、

現
在
の
実
績
に
表
れ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す。
「
救
命
の
つ
ど
い
」
、
「
一
一
万
人
宣
言
」
を
す
る
前

は
、
官
主
導
で
動
い
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

市
民
自
ら
が
ど
ん
ど
ん
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
市
民
が
主
役
に
な
っ
て
応
急
手
当
を
指
導
・
普
及

し
て
い
く
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測

を
し
て
い
ま
す
。

嶋
応
急
手
当
普
及
に
当
た
っ
て
は
、
受
講
者
数
を

増
や
す
と
同
時
に
、
中
身
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

A
E
D
の
使
用
も
今
ま
で
の
心
肺
蘇
生

法
の
延
長
線
上
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
良

い
器
械
で
あ
っ
て
も
、
動
か
す
の
は
人
間
で
す
か

ら
、
前
向
き
に
対
処
し
て
く
れ
る
人
材
を
育
て
て
、

そ
の
地
区
の
中
で
器
械
を
置
い
て
こ
そ
の
活
用
だ
と

思
い
ま
す
。
日
常
的
に
す
ぐ
行
動
に
起
こ
せ
る
体
制

が
で
き
あ
が
れ
ば
、
将
来
的
に
は
救
命
率
の
向
上
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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|
|
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



滝
川
市
長

田
村

弘
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

企田村市長

1

1

「
健
康
・
滝
川
二
一
計
画
」
事
業
を
立
ち
上
げ

た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。

市
長
当
市
で
は
、
健
康
都
市
宣
言
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
、
健
康
都
市
と
い
う
の
は
、
人
間
の
心

と
体
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
そ
の
も
の
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
そ

の
も
の
の
健
康
の
基
本
と
な
る
の
は
、
市
民
の
心
と

体
の
健
康
で
あ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
に
ど
う
い
う

ふ
う
に
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
議
論
を
重
ね
、
「
健

康
・
滝
川
一
二
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
栄
養
、
運
動
、
休
養
等
と
合
わ
せ
て
、
や
は
り
、

人
の
命
を
で
き
る
だ
け
助
け
る
、
救
命
率
を
高
め
て

い
く
、
そ
う
い
う
こ
と
も
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
て
、
住
民
の
命
を
守
っ
て
い
く
と

い
う
視
点
か
ら
も
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

位
置
づ
け
ま
し
て
「
滝
川
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
万

人
宣
言
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

ー
ー
ー
市
と
し
て
健
康
を
増
進
す
る
一
方
で
、
応
急
手

当
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、
市
民
の
命
を
積
極

的
に
助
け
て
い
く
と
い
う
二
本
柱
で
こ
の
計
画
は
成

り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

市
長

は
い
。
滝
川
は
小
さ
な
街
で
す
け
れ
ど
も
、

消
防
の
業
務
も
事
務
組
合
と
し
て
広
域
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
結
構
エ
リ
ア
も
広
く
な
り
ま
す

し
、
雪
が
多
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
う
中
で
、
家
庭
で
何
か
が
起
き
た
と
き

に
そ
の
家
庭
が
ま
ず
、
救
命
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
考
え

で
す
。
二
万
人
の
根
拠
は
、
滝
川
に
は
二
万
世
帯
あ

り
ま
す
の
で
、
一
世
帯
に
一
人
救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

|
|
事
業
を
立
ち
上
げ
て
、
市
民
の
意
識
の
変
化
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

市
長
「
救
命
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
見
て
い
ま
す
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
方
が
と
て
も
協
力
的
だ
と
感
じ
ま

す
。
亙
師
に
も
来
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
「
こ
ん
な

に
集
ま
る
と
こ
ろ
な
ん
か
な
い
」
と
言
っ
て
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
底
辺
か
ら
し
っ
か
り
積

み
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
、
こ
う
い
っ

た
催
し
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
関
心
を
高
め
て
い

っ
て
、
受
講
率
を
高
め
て
い
く
よ
い
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
小
・
中
学
校
や
高
校
、
短
期
大
学
で
も
か
な

り
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
子
供
た
ち

の
中
か
ら
救
命
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
普
及
に
当
た
っ
て
は
、
多
面

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
|
最
後
に
、
健
康
政
策
を
進
め
て
い
く
上
で
の
今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
健
康
と
い
う
の
は
保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
問
題
と
絡
み
合
っ
て
い
ま
し
て
、
高
齢

化
社
会
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
な
お
さ
ら
医
療
、
福
祉

と
健
康
が
関
係
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
高
齢

化
社
会
に
対
し
て
は
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
え
て

い
ま
す
。
要
す
る
に
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

そ
れ
を
社
会
還
元
し
て
い
っ
て
く
れ
る
と
い
う
、
極

め
て
良
い
面
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
滝

川
市
も
高
齢
者
の
割
合
が
多
い
町
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
方
々
に
い
か
に
健
康
で
、
い
か
に
社

会
に
貢
献
し
て
も
ら
え
る
か
、
そ
う
い
っ
た
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
も
積
極
的
に
救
命
講
習
を
受
講
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
元
気
な
う
ち
は

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
前
向
き
に
力
を
発
揮
し
て

い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
滝
川
の
お
年
寄
り
は
す
ご
く
元
気
が
良
い
で

す
か
ら
ね
。

l

i

貴
重
な
お
話
を
あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。企熱心に講習を受けるE村市長
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修

開R
だ

救
急
救
命
九
州
研
修
所
コ
ン
サ
ー
ト

体
育
授
業
に
つ
い
て

@ 

救
急
救
命
九
州
研
修
所

研
修
部
教
務
課
主
査

長

義
史

救
急
救
命
九
州
研
修
所
で
は
、
全
国
の
消
防
本
部
か
ら

部
に
お
い
て
即
戦
力
の
救
急
救
命
士
と
し
て
活
躍
す
る
た

め
の
知
識
・
技
術
の
修
得
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当

推
薦
さ
れ
た

一O
O名
の
研
修
生
が
、
全
寮
制
で
六
ヶ
月

間
の
研
修
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

研
修
所
で
は
、
授
業
終
了
後
も
実
習
室
を
二
二
時
ま
で
開

当
研
修
所
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
研
修
生
が
救

放
し
、
研
修
生
の
皆
さ
ん
が
思
う
存
分
(
連
日
満
員
で
各

急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

班
交
互
に
使
用
し
て
い
る
状
況
で
す
)
訓
練
で
き
る
環
境

め
に
は
、
ま
ず
、
法
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
カ
リ
キ
ユ
ラ

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ム
を
修
了
し
、
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
た
上
で
国
家
試

こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る
研
修
生

験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
平
均
睡

で
す
が
、

一
方
で
国
家
試
験
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
環
境

眠
時
間
三
時
間
と
い
う
研
修
生
も
お
り
、
そ
の
大
変
さ
が

の
変
化
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ん
で
い
る
こ
と
も
確

う
か
が
え
ま
す
。

か
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
、
卒
業
後
、
地
元
消
防
本

そ
こ
で
今
回
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
手
段
の
ひ
と
つ
と

救急激命第14号 16

し
て
実
施
し
て
い
る
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
・
体
育
授

業
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
九
州
市
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

九
州
研
修
所
の
所
在
す
る
北
九
州
市
に
は
、
昭
和
三
八

年
の
北
九
州
市
発
足
と
共
に
誕
生
し
た
北
九
州
市
消
防
音

楽
隊
が
あ
り
ま
す
。
研
修
所
に
は
、
平
成
八
年
か
ら
演
奏



に
来
て
い
た
、
だ
い
て
お
り
、
平
成
一
四
年
か
ら
は
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
の
演
技
も
併
せ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
違
い
、
研
修
生
が
カ
ラ

ー
ガ

l
ド
隊
と
一
緒
に
演
技
し
た
り
、
指
揮
者
に
挑
戦
し

た
り
と
、
研
修
生
に
は
非
常
に
好
評
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
期
、
終
了
と
同
時
に
会
場
全
体
か
ら
ア
ン
コ

i

ル
の
声
が
上
が
り
、
急
速
、
予
備
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

2 

体
育
授
業

北
九
州
市
消
防
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
同
日
に
体
育

授
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
期
の
種
目
は
ソ
フ
ト
パ
レ

ー
ボ
l
ル
で
、
職
員
チ

i
ム
を
含
め
計
二
一
チ
l
ム
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
(
コ

1
ト
別
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
、

特
に
賞
品
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

研
修
開
始
か
ら

ヶ
月
足
ら
ず
と
は
思
え
な
い
程
の
団
結
力
で
、
勝
敗
を
競

い
合
っ
て
い
ま
す
。
特
に
職
員
チ

i
ム
と
の
対
戦
で
は
、

日
頃
の
指
導
の
お
礼
と
ば
か
り
に
激
し
い
ス
パ
イ
ク
を
教

官
に
お
見
舞
い
し
て
い
ま
す
。

3 

そ
の
他
の
研
修
生
活

」
の
ほ
か
、
研
修
所
で
は
専
門
医
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
講
義
を
実
施
し
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
知

識
、
対
処
法
を
学
ん
で
も
ら
う
と
共
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の
開
催
や
課
業
終
了
後

の
ス
ポ
ー
ツ
助
成
な
ど
、
健
康
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
つ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
当
教
官
と
の
面
談
や
専
任
教
授
へ

の
健
康
相
談
も
行
っ
て
お
り
、
研
修
生
活
全
体
の
パ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

4 

最
後
に

今
回
は
当
研
修
所
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

一
環
と
し
て
の
授
業
、
取
組
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
は
研
修
生
各
自
に
よ
る
も

の
が
一
番
効
果
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
日
頃
か

ら
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
自
分
の
生
活
リ
ズ
ム
を
し

っ
か
り
作
っ
て
い
た
だ
き
、
個
々
人
の
ス
ト
レ
ス
発
散
方

法
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
研
修
所
に
入
所
予
定
の
方
々
は
、

い
ろ
い
ろ

な
不
安
を
持
た
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く

は
成
績
不
振
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
研
修
所
で
の
生
活

を
有
意
義
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
入
所
前
の
事
前
学

習
を
計
画
的
に
実
施
し
、
今
と
同
様
な
笑
顔
で
卒
業
の
日

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。
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盟
連
載
読
み
物

金ぢ

第
時
回

こ
ん
な
ふ
う
に
死
に
た
い

「
死
因
不
明
」
と
「
事
故
死
」

新
聞
の
社
会
面
に
は
「
死
亡
記
事
」
と
い
う
欄
が

あ
る
。
そ
の
日
の
前
日
あ
た
り
に
死
亡
し
た
著
名
人

の
名
前
と
年
齢
と
死
因
(
病
名
)
、
そ
し
て
経
歴
と

葬
儀
の
こ
と
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
で
い

ち
ば
ん
最
初
に
こ
の
欄
を
見
る
と
い
う
人
も
多
い
。

自
殺
や
他
殺
そ
し
て
事
故
死
の
場
合
は
や
や
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
「
私
の
死
亡
記
事
』
(
平
成

十
二
年
、
文
雲
春
秋
)
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
本
が
あ

る
(
「
文
春
文
庫
」
で
再
刊
)
。
各
界
の
著
名
人
百
十

四
人
が
自
分
で
自
分
の
死
亡
記
事
を
書
い
た
文
章
が

五
十
音
順
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

読
物
と
し
て
の
狙
い
は
、
各
人
が
自
分
の
経
歴
を

ど
う
書
い
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、

力

口

撒

口
u・
、
I
F

-
-
名

立
町

文

プロフィール

たつかわ しょうじ

医療史専攻。文化史・生活史

の視点か5病気・医療を追

究。主な著書に、『病気の社

会史j(NH Kブックス)r歴
史紀行・死の風景j(朝白新

聞社)r臨死のまなざしj(新

潮社)rか5だの文化誌j(文

璽春秋)r生と死の美術舘』

(岩波書庖)r日本人の死生

観j(筑摩書房)など。

っ
ぽ
う
、
そ
こ
に
は
新
聞
の
死
亡
記
事
の
形
式
に
準

じ
て
、
自
分
の
死
亡
年
齢
や
死
因
を
書
い
て
い
る
。

そ
れ
は
、
「
こ
ん
な
ふ
う
に
死
に
た
い
」
と
い
う
そ

しミ

の
人
の
死
に
方
へ
の
願
望
を
表
わ
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

タ
レ
ン
ト
の
阿
川
佐
和
子
さ
ん
は
、

「
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
作
家
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し

て
知
ら
れ
る
阿
川
佐
和
子
さ
ん
が
、
昨
夜
遅
く
、
自

宅
ベ
ッ
ド
の
上
で
死
亡
し
て
い
る
の
を
、
弟
、
阿
川

淳
之
さ
ん
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
死
因
は
不
明
」

と
あ
り
、
最
後
に
「
享
年
九
十
六
」
と
あ
る
。

ふ
つ
う
、
新
聞
の
死
亡
記
事
に
は
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
死
因
(
病
名
)
が
出
て
い
る
。
お
そ
ら
く

そ
れ
は
、
病
名
が
書
い
て
な
い
と
病
死
な
の
か
自
殺

な
の
か
他
殺
な
の
か
と
い
う
疑
い
を
も
た
れ
る
か
ら

で
あ
ろ
、
っ
。

し
か
し
、
こ
の

「
私
の
死
亡
記
事
』
に
は
、
阿
川

さ
ん
の
よ
う
に
「
死
因
は
不
明
」
と
書
い
た
人
が
多

い
。
病
名
を
書
い
た
人
は
少
な
く
、
書
い
た
と
し
て

も
心
不
全
と
か
脳
卒
中
、
つ
ま
り
突
然
死
(
ぼ
っ
く

り
死
)
と
し
て
の
病
名
で
あ
る
。
な
に
よ
り
興
味
深

い
の
は
死
因
に
ガ
ン
と
書
い
た
人
は
一
人
も
い
な
い

こ
と
。

つ
ま
り
だ
れ
も
ガ
ン
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
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て
死
に
た
く
な
い
と
い
う
願
望
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

「
死
因
不
明
」
に
つ
い
で
意
外
に
「
事
故
死
」
願

望
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
作
家
の
嵐
山
光
三
郎
さ
ん

は
、
「
北
海
道
大
雪
山
系
に
あ
る
旭
岳
近
く
で
熊
に

襲
撃
さ
れ
、
食
わ
れ
て
死
ん
だ
。
享
年
七
十
五
」
と
、

自
分
の
死
を
戯
画
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
で
は
、
作
家
の
筒
井
康
隆
さ
ん
は
、

「
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
の
表
参
道
で
作
家
・
俳
優

の
筒
井
康
隆
(
九
十
六
歳
)
が
、
通
行
中
だ
っ
た
原

宿
族
の
若
者
六
、
七
人
と
乱
闘
と
な
り
、
全
身
打
撲
、

内
臓
破
裂
で
死
去
し
た
」
と
あ
る
。

お
な
じ
事
故
死
で
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
の
は
、
作
家

の
落
合
恵
子
さ
ん
の
、
「
友
人
た
ち
の
話
に
よ
れ
ば
、

異
議
申
し
立
て
の
デ
モ
の
最
中
、
差
し
入
れ
の
お
む

す
び
を
頬
張
っ
て
い
る
時
、
梅
干
の
種
を
喉
に
詰
ま

ら
せ
て
、
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
享
年
六
十
五
」
と

い
う
記
事
で
あ
る
。

「
行
方
不
明
」
と
「
安
楽
死
」

自
分
の
死
を
隠
し
た
い
と
い
う
人
も
多
い
。
元
検

事
の
堀
田
力
さ
ん
は
、
「
単
身
マ
ニ
ラ
を
発
っ
て
レ

イ
テ
島
に
向
か
っ
た
の
は
、
二

O
二
三
年
の
四
月

で
、
時
に
八
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
レ
イ
テ
島
の
海
辺

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
溝
を
飽
か
ず
眺
め
て
い
る

彼
の
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
行
方
は

わ
か
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

に
立
ち
、

歴
史
学
者
で
元
一
橋
大
学
学
長
の
阿
部
謹
也
さ
ん

そ
し
て
女
優
の
渡
辺
え
り
子
さ
ん
も
「
行
方
不
明
」
。

ま
た
「
失
綜
二
十
年
目
に
香
港
の
老
人
病
院
で
死

亡
」
と
い
う
は
作
家
の
桐
野
夏
生
さ
ん
、
「
エ
ー
ゲ

海
を
航
行
中
の
連
絡
船
上
か
ら
行
方
不
明
と
な
っ

た
」
の
は
俳
人
の
斎
藤
慎
爾
さ
ん
。
い
ず
れ
も
自
分

の
死
を
物
語
化
し
て
い
る
。

自
殺
願
望
の
人
も
い
る
。
作
家
の
高
樹
の
ぶ
子
さ

ん
は
「
享
年
八
十
五
。
自
宅
で
ピ
ス
ト
ル
自
殺
」
。

評
論
家
の
西
部
遁
さ
ん
は
「
薬
物
に
よ
る
自
殺
」
。

現
代
的
な
死
に
方
と
し
て
は
、
作
家
の
塩
田
丸
男

さ
ん
の
「
安
楽
死
届
出
第
一
号
、
評
論
家
の
呉
智

英
さ
ん
は
「
伊
豆
の
ホ
ス
ピ
ス
で
、
安
楽
死
法
に
よ

る
モ
ル
ヒ
ネ
の
致
死
量
投
与
に
よ
る
安
ら
か
な
死
で

終
わ
り
を
迎
え
た
」
。

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
異
色
の
小
児
科
医
毛
利

子
来
さ
ん
は
「
腹
上
死
(
性
交
中
の
突
然
死
)
」
。
狂

言
師
の
野
村
万
之
丞
さ
ん
も
「
慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
に
よ
る
風
呂
上
が
り
の
突
発
性
腹
上
死
」
。

ガ
ン
に
よ
る
死
を
望
む
人
が
い
な
か
っ
た
よ
う

に
、
痴
呆
症
(
認
知
症
)
の
す
え
の
死
、
そ
し
て
、

だ
れ
も
が
医
療
機
関
に
お
世
話
に
な
っ
て
の
死
を
望

ん
で
い
な
い
。

私
は
か
つ
て
、
市
民
講
座
の
講
演
な
ど
の
折
、
「
死

を
め
ぐ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ア
て

こ
で
は
こ
の
『
私
の
死
亡
記
事
』
の
人
た
ち
の
よ
う

な
譜
語
的
な
答
え
は
な
く
、
今
日
の
日
本
人
の
死
に

方
へ
の
平
均
的
な
願
望
が
素
直
に
う
か
が
え
る
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
「
ど
ん
な
死
に
方
を

し
た
い
か
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
多
く
の
人
は

「
家
族
に
固
ま
れ
て
」
、
「
妻
に
看
と
ら
れ
て
」
、
「
苦

し
ま
な
い
で
安
ら
か
に
」
、
「
周
り
の
人
に
感
謝
し

て
」
、
「
死
に
水
を
と
ら
れ
て
」
死
ぬ
の
を
望
み
、
な

か
に
は
「
一
人
静
か
に
」
、
「
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
」
、

「
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
」
死
に
た
い
人
も
い
る
。

か
つ
て
西
行
は
、
「
願
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春

死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ
」
と
詠
み
、

そ
の
と
お
り
の
死
に
方
を
と
げ
た
。
こ
の
死
の
美
学

は
現
代
の
日
本
人
に
ま
だ
ど
れ
だ
け
生
き
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
さ
き
の
「
私
の
死
亡
記
事
』
に
私
は
、

「
一
ヶ
月
前
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
人
の
生
前
の
意
思
で
、
葬
儀
は
身
近
な
者
だ
け
で

行
わ
れ
、
最
近
そ
の
死
が
関
係
者
に
知
ら
れ
た
。
死

因
や
死
に
場
所
は
不
明
」
と
書
い
て
い
る
。
私
の
前

頁
の
女
優
高
峰
秀
子
さ
ん
も
「
三
ヶ
月
ほ
ど
前
に
死

去
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
」
。
次
の
頁
の
作
家

立
松
和
平
さ
ん
は
「
死
後
三
年
と
推
定
さ
れ
る
死
体

は
完
全
に
白
骨
化
し
て
い
た
」
。

と
は
い
え
、

だ
れ
も
願
い
ど
お
り
に
は
い
か
な
い

の
で
あ
ろ
う
が
:
:
:
。
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救急救命士をめざす人たちへ

MESSAGE 

救
急
救
命
士
と
は
?

傷
病
者
に
手
当
て
を
施
す
人
が
救
急
救
命
士
で
、
傷
病

者
を
収
容
す
る
第
三
次
救
急
医
療
機
関
が
救
命
救
急
セ
ン

タ
!
と
呼
称
さ
れ
ま
す
。
似
た
よ
う
な
発
音
で
あ
る
た
め

に
救
急
救
命
士
を
救
命
救
急
士
と
誤
用
す
る
医
療
関
係
者

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
、
「
救
急
」
と
「
救
命
」
と
い
う
こ
つ
の
単

語
で
構
成
さ
れ
る
救
急
救
命
と
救
命
救
急
と
い
う
言
葉
の

ち
が
い
を
ど
う
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。
広
辞
苑
に
よ
る

と
、
「
救
急
は
急
場
の
難
儀
を
救
う
こ
と
。
特
に
急
病
や

怪
我
に
応
急
の
手
当
て
を
す
る
こ
と
」
「
救
命
は
人
命
を

救
助
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
「
救
急

救
命
」
「
救
命
救
急
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
記
載
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
参
考
に
私
は
、
「
救
急

救
命
」
は
急
病
や
怪
我
に
応
急
の
手
当
て
を
し
て
人
命
を

救
助
す
る
こ
と
、
「
救
命
救
急
」
は
人
命
を
救
助
し
(
そ

の
人
に
降
り
か
か
っ
た
)
急
場
の
難
儀
を
救
う
こ
と
と
考

え
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
理
屈
を
探
す
よ
り
も
、
急
病
や
怪
我
に
応

急
の
手
当
て
を
し
て
人
命
を
救
助
す
る
専
門
家
に
与
え
ら

れ
た
名
称
こ
そ
が
救
急
救
命
士
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
々
、
「
救
急
」
「
救
命
」
に
関
与
す
る
す
べ
て
の
職
種
が

救
急
救
命
士
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
消
防
が
最

も
頻
繁
に
「
救
急
」
「
救
命
」
に
関
係
し
て
い
ま
す
が
、

自
衛
官
、
海
上
保
安
官
、
民
間
警
備
会
社
、
公
共
機
関
職

員
な
ど
な
ど
救
急
救
命
士
の
活
躍
の
場
は
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

現
場
か
ら
始
ま
る
救
急
医
療
と

救
急
救
命
士

あ
な
た
は
救
急
医
療
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
最
初
に
イ

メ
l
ジ
し
ま
す
か
。
交
通
事
故
の
凄
惨
な
現
場
で
し
ょ
う

か
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で

の
医
療
の
シ

I
ン
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
が
傷
病
者
に
な
っ
た
時
の
目
線
で
救
急
医
療
を

見
つ
め
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
助
け
を
求
め
る
あ
な
た

の
も
と
へ
多
く
の
救
助
者
が
駆
け
つ
け
ま
す
。
彼
ら
は
応

急
の
手
当
て
を
施
し
、
あ
な
た
を
医
療
機
関
へ
搬
送
し
ま

す
。
医
療
機
関
で
は
多
く
の
専
門
家
が
あ
な
た
の
到
着
を

文一一徳永尊彦
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待
ち
受
け
、
速
や
か
に
緊
急
医
療
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
集

中
治
療
室
で
の
治
療
が
一
段
落
す
る
と
、

一
般
病
棟
で
の

療
養
に
移
り
、
徐
々
に
様
々
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

開
始
し
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
の
努
力
と
多
く
の
人
々

の
支
え
が
奏
功
し
社
会
復
帰
を
果
た
す
の
で
す
。

一
人
の

傷
病
者
に
と
っ
て
は
、
倒
れ
た
現
場
か
ら
社
会
復
帰
ま
で

の
一
連
の
医
療
が
救
急
医
療
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
場
か
ら
始
ま
る
救
急
医
療
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
が
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
こ
と
で
傷
病
者
の
命
を
繋
い
で

い
る
の
で
す
。

さ
て
、

一
般
に
傷
病
者
が
倒
れ
た
現
場
か
ら
一
分
一
秒

で
も
早
く
病
院
へ
到
着
す
る
こ
と
が
人
命
救
助
の
上
で
大

切
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
現
場
か
ら
速
や
か

に
病
既
へ
搬
送
さ
れ
れ
ば
、
医
療
が
早
く
開
始
さ
れ
る
の

で
す
か
ら
も
っ
と
も
な
話
で
す
。
し
か
し
、
病
院
へ
到
着

す
る
ま
で
の
医
療
を
施
さ
な
い
時
間
が
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
時
間
の
中
で
応
急
手
当
の
ほ
か

に
授
ら
れ
た
医
療
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
登
場
し
た

の
が
救
急
救
命
士
で
す
。
救
急
救
命
士
は
、
医
師
の
耳
目

と
な
り
手
と
な
っ
て
現
場
か
ら
病
院
へ
到
着
す
る
ま
で
の
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貴
重
な
時
間
の
中
で
最
善
の
医
療
を
開
始
し
ま
す
。
傷
病

者
が
倒
れ
た
現
場
か
ら
始
ま
る
救
急
医
療
を
実
践
す
る
上

で
救
急
救
命
士
は
絶
対
に
欠
く
事
の
で
き
な
い
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

古
く
か
ら
救
急
医
療
は
、
病
院
に
到
着
し
て
か
ら
の
医

療
と
病
院
へ
到
着
す
る
前
の
応
急
手
当
す
な
わ
ち
病
院
前

救
護
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
病
院
へ
到
着
す
る
前
の

傷
病
者
に
救
急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
の
も
と
で
様
々
な

処
置
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
病
院
前
救
護
の
質
が
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
傷
病
者
が
発
生
す
る
現
場
は

多
種
多
様
で
あ
り
、
救
急
医
療
に
精
通
し
て
い
る
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
様
々
な
状
況
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

傷
病
者
の
発
生
し
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
現
場
で
安
全
に
適

切
に
傷
病
者
の
命
を
繋
ぐ
た
め
の
処
置
を
施
す
こ
と
が
救

急
救
命
士
に
与
え
ら
れ
え
た
使
命
で
あ
り
、
ま
さ
に
現
場

救
急
医
療
の
専
門
家
と
い
え
ま
す
。

救
急
救
命
士
と
責
任

救
急
医
療
を
提
供
す
る
に
は
、
関
係
す
る
職
種
の
人
々

の
信
頼
と
協
調
が
必
要
で
す
。
救
急
救
命
士
も
医
師
の
耳

白
と
な
り
手
と
な
っ
て
現
場
か
ら
病
院
へ
到
着
す
る
ま
で

の
救
急
医
療
を
担
う
国
家
資
格
を
有
す
る
者
と
し
て
の
責

任
が
生
じ
ま
す
。
責
任
と
は
法
的
な
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
救
急
活
動
の
約
束
事
で
あ
る
プ
ロ
ト
コ

i
ル
に
従
う

」
と
は
も
と
よ
り
、
自
身
が
観
察
し
た
こ
と
や
行
っ
た
処

置
を
正
確
に
指
示
医
師
へ
伝
達
し
的
確
に
記
録
す
る
こ
と

も
責
任
で
す
。

救
急
救
命
士
が
記
載
す
る
記
録
物
は
、
医
師
や
看
護
師

が
記
載
す
る
診
療
録
や
看
護
記
録
と
同
様
に
現
場
か
ら
病

院
へ
到
着
す
る
ま
で
の
匿
療
の
記
録
で
す
。
こ
れ
ら
の
医

療
の
記
録
で
は
、
自
身
が
観
察
し
た
項
目
に
つ
い
て
異
常

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
や
、
行

っ
た
処
置
を
必
要
と
判
断
し
た
根
拠
を
明
確
に
記
載
す
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

後
日
、
当
時
の
救
急
活
動
を
全
く
承
知
し
て
い
な
い
人

が
検
証
と
し
て
記
録
を
振
り
返
り
ま
す
。
こ
の
と
き
記
録

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
は
、
恐
ら
く
、
「
実
施
し
て

い
な
い
」
あ
る
い
は
「
観
察
し
て
い
な
い
」
と
判
断
さ
れ

る
で
し
ょ
、
っ
。

近
未
来
予
想
図

時
は
二

O
一
六
年
。
救
急
救
命
士
法
の
制
定
か
ら
四
半

世
紀
が
過
ぎ
た
未
来
か
ら
救
急
医
療
の
歴
史
と
展
望
を
レ

ポ
ー
ト
し
て
み
ま
す
(

部
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
)
。

日
本
の
救
急
医
療
は
、

一
九
一
一
二
年
の
日
本
赤
十
字
社

に
よ
る
救
急
業
務
の
開
始
以
来
、
六

O
年
の
長
い
歳
月
を

経
て

九
九
一
年
に
救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ
れ
救
急
救

命
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
救
命
率
の
向
上
は
足

踏
み
状
態
で
、
二

O
世
紀
末
に
は
一
部
の
地
域
で
当
時
の

救
急
救
命
士
に
許
可
さ
れ
て
い
な
い
気
管
挿
管
が
実
施
さ

れ
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
期
に
救
急
医
療
体

制
を
含
む
抜
本
的
見
直
し
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
ま
し
た
。

二
O
O
一
年
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
が

開
始
さ
れ
、
そ
の
整
備
を
待
っ
て
、
二

O
O
三
年
包
括
的

指
示
下
の
除
細
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
包
括
的
指
示
下

の
除
細
動
が
順
調
に
展
開
さ
れ
救
命
率
の
向
上
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
で
の
事
後

検
証
も
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。
二

O
O
四
年
、
器
具

を
用
い
た
気
道
確
保
の
一
つ
に
気
管
挿
管
が
追
加
さ
れ
、

一
般
市
民
も
除
細
動
器
の
使
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

二
O
O
五
年
の
万
国
博
覧
会
で
は
多
く
の
除
細
動
器
が
会

場
に
配
備
さ
れ
救
命
効
果
を
高
め
ま
し
た
。
二

O
O
六
年

エ
ピ
ネ
プ
リ
ン
の
投
与
が
可
能
に
な
り
心
肺
停
止
の
傷
病

者
に
対
し
て
有
効
な
処
置
は
、
病
院
到
着
前
に
現
場
で
救

急
救
命
士
に
よ
っ
て
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

救
命
率
の
向
上
が
図
れ
ま
し
た
。
二

O
一
六
年
は
救
急
救

命
士
法
の
制
定
か
ら
二
五
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
す
で
に
救
急
救
命
士
の
養
成
、
国
家
試
験
と
も
に
難

関
と
な
り
、
事
後
検
証
や
学
会
報
告
も
専
門
性
が
強
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
救
急
救
命
士
が
現
場
で
気
管

挿
管
や
薬
剤
の
投
与
が
可
能
な
対
象
を
心
肺
停
止
の
傷
病

者
の
み
な
ら
ず
、
高
度
な
外
傷
、
高
度
な
意
識
障
害
、
シ

ヨ
ツ
ク
状
態
な
ど
の
患
者
さ
ん
に
拡
大
す
べ
き
と
い
う
国

民
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
と
と
も
に
日
本
の
救
急
医
療
は
急
激
な
変

化
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
今
、
救
急
救
命
士
が
粛
々
と
そ

の
職
責
を
全
う
し
、
安
全
で
的
確
な
現
場
か
ら
始
ま
る
救

急
医
療
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
二

O
一
六
年
は
遠
い
未
来
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
孫

子
に
継
ぐ
優
れ
た
救
急
医
療
を
救
急
救
命
士
が
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
平
成
八
年
に
ト
リ
ア

1
ジ
タ
ッ
グ
が
標

準
化
さ
れ
、
タ
ッ
グ
の
大
き
き
ゃ
、
形
状
、
も
ぎ
り
の
色

の
配
置
順
序
な
ど
が
統
一
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
タ
ッ
グ
の

書
式
の
一
部
は
、
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
利
用
者
が
デ
ザ

イ
ン
で
き
る
自
由
裁
量
部
分
と
し
て
残
さ
れ
た
。
今
日
、

災
害
訓
練
な
ど
で
は
総
務
省
消
防
庁
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
書

式
の
タ
ッ
グ
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
(
図
1
)
、
こ
の

書
式
に
は
、
ト
リ
ア

l
ジ
実
施
機
関
や
場
所
、
実
施
者
の

職
種
な
ど
不
必
要
と
思
わ
れ
る
記
載
項
目
が
多
く
、
ま
た

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
等
の
推
移
、
処
置
内
容
な
ど
の
時
間
的

経
過
が
把
握
し
づ
ら
い
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
現
実
の
災
害
現
場
で
は
不
慣
れ
な
者
が
ト
リ
ア

l
ジ

を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
際
の
ト
リ
ア

l
ジ
方

法
や
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
の
基
準
に
つ
い
て
の
助
け
と
な

る
工
夫
も
施
さ
れ
て
い
な
い
。

我
々
は
、
救
急
振
興
財
団
の
助
成
の
も
と
に
新
書
式
の

タ
ッ
グ
を
作
成
し
た
。
今
回
作
成
し
た
タ
ッ
グ
の
特
徴
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
(
図
2
)
。

1
.
左
上
に
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
を
印
刷
し
た
。

2
.
お
も
て
面
に
、

S
T
A
R
T
式
ト
リ
ア
|
ジ
で
の
評
価
項

白
老
表
示
し
、
矢
印
に
沿
っ
て
チ
工
ツ
ク
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
一
次
ト
り
ア
i
ジ
が
迅
速
・
正
確
に
行
え
る
よ
う
に
し

た。
3
.

う
5
酉
に
、
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
・
意
識
レ
ベ
ル
・
全
身
観

察
・
処
置
の
内
容
を
時
間
経
過
に
沿
っ
て
記
載
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

4
.
う
5
面
に
、
二
次
ト
り
ア
l
ジ
で

P
I
(赤
)

H

と
す
べ

き
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
・
意
識
レ
ベ
ル
・
解
剖
学
的
損
傷
の
一

覧
を
表
示
し
た
。

関
西
国
際
空
港
航
空
機
事
故
消
火
救
難
総

合
訓
練
で
の
新
書
式
タ
ッ
グ
の
使
用
と
有
用

性
の
検
証

【
対
象
と
方
法
}

平
成
一
五
年
一

一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た

「
平
成
一
五

総務省消防庁のタック、書式
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Eヨ2年
度
関
西
国
際
空
港
航
空
機
事
故
消
火
救
難
総
合
訓

練
」
に
お
い
て
新
書
式
ト
リ
ア

I
ジ
タ
ッ
グ
を
使
用
し
、

そ
の
有
用
性
の
検
証
を
行
っ
た
。

関
西
国
際
空
港
で
の
航
空
機
事
故
消
火
救
難
総
合
訓
練

は
、
航
空
機
事
故
災
害
に
備
え
緊
急
計
画
の
検
証
を
図
る

た
め
に
平
成
六
年
の
開
港
以
来
年
一
回
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
警
察
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
な
ど
も
含
め
約
六

O
の
機
関
と
六

0
0
人
の
人
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
。



総
合
訓
練
で
の
医
療
救
護
機
関
の
活
動
は
、
事
故
機
よ
り

負
傷
者
を
救
出
し
た
後
、
ト
リ
ア

l
ジ
地
区
で

S
T
A
R

T
式
ト
リ
ア

i
ジ
に
基
づ
い
た
一
次
ト
リ
ア
l
ジ
を
行

い
、
重
症
度
別
の
救
護
所
に
お
い
て
二
次
ト
リ
ア

I
ジ
と

応
急
処
置
を
施
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
五

年
度
は
、
負
傷
者
数
を
七
九
名
と
想
定
し
て
開
催
し
た
。

個
々
の
負
傷
者
の
情
報
は
ト
リ
ア
l
ジ
地
区
用
と
応
急
救

護
所
用
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
看
板
形
式
に
て
提
供
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
医
師
、
看
護
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

情
報
に
基
づ
い
て
一
次
、
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
を
行
い
、
タ

ッ
グ
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
。

〔
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〕

訓
練
に
参
加
し
ト
リ
ア
l
ジ
に
携
わ
っ
た
医
師
、
看
護

師
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ト
リ
ア
l
ジ
に

つ
い
て
の
知
識
調
査
と
タ
ッ
グ
に
対
す
る
感
想
を
調
べ

た。〔
タ
ッ
グ
へ
の
記
載
〕

新
書
式
タ
ッ
グ
の
有
用
性
を
検
討
す
る
た
め
、
従
来
の

総
務
省
消
防
庁
の
書
式
の
タ
ツ
グ
を
使
用
し
て
ト
リ
ア

i

ジ
を
行
っ
た
訓
練
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
「
平
成
一
四
年
度
関
西
国
際
空
港
航
空
機
事
故

消
火
救
難
総
合
訓
練
」
で
は
従
来
の
総
務
省
消
防
庁
の
タ

ツ
グ
を
使
用
し
て
お
り
、
今
回
平
成
一
五
年
度
の
訓
練
で

新
書
式
タ
ッ
グ
を
使
用
し
、
タ
ッ
グ
へ
の
記
載
内
容
と
記

載
頻
度
、
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率
に
つ
い
て
の
比
較
検
討

を
施
行
し
た
。

な
お
、
平
成
一
四
年
度
は
模
擬
負
傷
者
が
七
七
名
、
平

成
一
五
年
度
は
七
九
名
で
あ
っ
た
が
、
看
板
方
式
で
負
傷

者
情
報
を
伝
え
る
こ
と
、
ト
リ
ア

I
ジ
の
方
法
な
ど
、
使

用
す
る
タ
ッ
グ
が
異
な
る
以
外
は
訓
練
の
内
容
に
は
相
違

は
な
か
っ
た
。

{
結
果
}

〔
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〕

1
.

今
回
訓
練
に
参
加
し
た
医
療
者
は
医
師
二
一
名
、
看

護
師
二
二
名
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
内
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
も
の
が
五
名
で
、
そ
の
他
は

一
般
病
院
や
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
(
図
3
)
。

2.

ト
リ
ア
l
ジ
タ
ッ
グ
の
使
用
経
験
に
つ
い
て
は
、
訓

練
を
含
め
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は
一
名
の
み
で
、

見
た
こ
と
が
あ
る
の
が
一
八
名
、
初
め
て
タ
ッ
グ
を
見

た
と
い
う
人
が
一
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
使
用

し
た
こ
と
の
あ
る
タ
ッ
グ
は
総
務
省
消
防
庁
の
書
式
が

八
名
で
、
救
急
医
療
財
団
の
書
式
が
二
名
で
あ
っ
た
。

総
務
省
消
防
庁
書
式
の
タ
ッ
グ
の
使
用
が
最
も
多
か
っ

た。

3
.

一
次
ト
リ
ア

I
ジ
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
う
の

か
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
る
人
は
三
名
の
み
で
、
九

割
以
上
の
=
二
名
は
基
準
を
決
め
て
い
な
い
と
回
答
し

た
。
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
に
つ
い
て
は
ト
リ
ア

i
ジ
基
準

を
決
め
て
い
る
と
答
え
た
の
は
一
名
の
み
で
、
三
二
名

は
決
め
て
い
な
い
と
回
答
し
た
。
一
次
ト
リ
ア

I
ジ
で

行
う
S
T
A
R
T
式
ト
リ
ア
l
ジ
に
つ
い
て
よ
く
知
っ

て
い
る
人
は
一
名
と
わ
ず
か
で
、
少
し
知
っ
て
い
る
人

は
一
四
名
、
過
半
数
の
一
九
名
は
全
く
知
ら
な
い
と
回

答
し
た
。
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
を
行
う
際
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
や
意
識
レ
ベ
ル
、
解
剖
学
的
損
傷
に
基
づ
い
た
ト

リ
ア

l
ジ
基
準
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
人

が
約
半
数
の
一
五
名
で
、
よ
く
知
っ
て
い
る
と
回
答
し

た
人
は
い
な
か
っ
た
。

4
.

タ
ッ
グ
を
使
用
し
た
、
ま
た
は
見
た
こ
と
が
あ
る
と

回
答
し
た
人
に
ト
リ
ア
l
ジ
タ
ツ
グ
の
使
い
や
す
さ
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
消
防
庁
の
書
式
で
は
、
使
い
や

す
い
と
回
答
し
た
の
が
半
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
新
書
式
で
は
約
四
分
の
三
の
人
が
使
い
や
す
い
と

答
え
、
使
用
し
づ
ら
い
と
回
答
し
た
人
は
い
な
か
っ
た

0

5.
今
回
参
加
し
た
医
療
者
が
行
っ
た
ト
リ
ア
l
ジ
の
正

診
率
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
一
次
ト
リ
ア
l
ジ
で
は

誤
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
た
負
傷
者
は
一
例
の

み
で
九
九
%
に
相
当
す
る
七
六
名
は
的
確
な
ト
リ
ア
l

ジ
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
で
は

正
診
率
は
八
五
%
で
あ
っ
た
。

〔
タ
ッ
グ
へ
の
記
載
〕

1
.

タ
ツ
グ
お
も
て
面
の
記
載
頻
度
(
表
1
)

傷
病
者
氏
名
、
年
齢
、
性
別
の
記
載
頻
度
に
は
差
を

認
め
な
か
っ
た
。
傷
病
者
住
所
や
電
話
番
号
は
消
防
庁

書
式
の
タ
ッ
グ
の
方
が
新
書
式
の
タ
ッ
グ
よ
り
記
載
頻

度
が
高
か
っ
た
。
ト
リ
ア
l
ジ
実
施
者
氏
名
の
記
載
は

両
タ
ッ
グ
間
で
差
を
認
め
な
か
っ
た
。

2
.

一
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率

一
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率
は
、
消
防
庁
書
式
の
タ

ツ
グ
を
使
用
し
た
平
成
一
四
年
度
は
八
七
・
O
%
で
あ

り
、
新
書
式
タ
ッ
グ
を
使
用
し
た
平
成
一
五
年
度
は
九

八
・
七
%
と
有
意
に
高
か
っ
た
。

3.

タ
ッ
グ
う
ら
面
の
記
載
頻
度
(
表
2
)

応
急
救
護
所
で
の
意
識
レ
ベ
ル
や
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
記
載
頻
度
は
消
防
庁
書
式
の
タ
ッ
グ
に
比
較
し
、
新

タ
ッ
グ
で
は
有
意
に
高
頻
度
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
身
体
所
見
を
観
察
し
た
際
の
異
常
所
見
の
記
載
頻

度
に
は
差
を
認
め
な
か
っ
た
。
救
護
所
内
で
施
行
し
た

処
置
内
容
に
つ
い
て
は
新
タ
ッ
グ
の
方
が
有
意
に
高
い

頻
度
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
観
察
や

処
置
を
行
っ
た
時
刻
の
記
載
頻
度
は
消
防
庁
書
式
の
タ

ツ
グ
で
は
三
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
新
タ
ッ
グ
で
は
六

四
%
と
有
意
に
高
か
っ
た
。

4.

二
次
ト
リ
ア

1
ジ
の
正
診
率

二
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率
は
、
消
防
庁
書
式
の
タ

ツ
グ
を
使
用
し
た
平
成
一
四
年
度
は
八

0
・
五
%
で
あ

り
、
新
書
式
タ
ッ
グ
を
使
用
し
た
平
成
一
五
年
度
は
八

四
・
八
%
で
あ
っ
た
。

{
ま
と
め
}

今
回
、
訓
練
に
参
加
し
た
医
療
者
の
多
く
は
、
災
害
医

療
に
携
わ
る
機
会
の
少
な
い
人
た
ち
で
あ
り
、
ト
リ
ア
l

ジ
に
つ
い
て
の
知
識
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
参
加
者
が
実
施
し
た
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率
は
、

一
次
ト
リ
ア
l
ジ
九
九
%
、
二
次
ト
リ
ア
!
ジ
八
五
%
と

良
好
な
も
の
で
あ
っ
た
。

災
害
訓
練
で
の
検
証
よ
り
、
今
回
作
成
し
た
タ
ッ
グ
を

用
い
る
こ
と
で
一
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率
が
改
善
し
、

救
護
所
で
の
負
傷
者
情
報
が
把
握
し
や
す
く
な
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
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10.今回使用して頂いたトリアージタッグの表(おもて)頭書式について

開実際の患者に接した際に評価すべき内容と手11演はすぐに理解できましたか?

① すぐに理解できた 6名 ② 少し時間がか力、ったが理解できた 21名
③ やや理解しづ5かった 5名 ④ 全く理解できなかった O名
⑤ どちらでもない 0名

アンケート結果

トリアージタック‘のアンケート回答

1 職種をお聞かせ下さい。

① 医師 21名 ② 看護師 13名
⑤ その他( ) 

図3

付 START式トリアージを行うのに使いやすいですかっ

①非常に使いやすい B名 ② やや使いやすい 14名
③ やや使いづらい 4名 ④ 非常に使いづらい 0名
⑤ どちらでもない 7名

④救急隊員

2 勤務されている医療機関をお聞かせ下さい。

① 救命救急センター 5名 ② 救急告示病院 13名
③病院(毅急告示病院以外) 4名 ④ 診療所 10名
⑤ その他(検疫所 2名)

③ 救急救命士

11.今回使用して頂いたトリアージタック‘の哀(うら)面書式について

わ) 時間経過表の記載項目の数は適切ですかっ

① 非常に多い O名 ② やや多い 16名 ③ やや少ない 5名
④ 非常に少ない O名 ⑤ どち5でもない 11名

3.本言11練参加前にトリアージタッグを使用された経験はありますかっ

① 実際に使用して記載したことがある 1名 ②見たことがある 18名
③ 初めて見た 15名

同時間経過表は救護活動において使いやすいですか?

① 非常に使いやすい 2名 ② やや使いやすい 21名
③ やや使いづらい 5名 ④非常に使いづらい O名
⑤ どちらでもない 3名

1砲2.喜袈夏(うら)酉 二次卜リア一ジで

C件尉す討) 実際の患者に接した際に評価すべモきr内容はすぐに理解できましたか?

① すぐに理解できた 7名 ② 少し時間がかかったが理解できた 15名
③ やや理解しつ、うかった 6名 ④全く理解できなかった O名

⑤ どちらでもない 1名

帥実際の患者に接した際にパイタルサインや意識レベルの項目(グレーの部分)は

評価しやすいですかっ

①非常に評価しやすい 3名
③ やや評価しづらい 2名

⑤ どちらでもない 1名

② やや評価しやすい 22名
④ 非常に評価しづ5い O名

4.とれまでに使用したことのあるトリアージタッグは次のうちどれですか?複数回

答可)

① 総務省消防庁の醤式 B名 ② 主主急医療財団の書式 2名

件) 実際の患者に接した際に解剖学的損傷の項目(#1 ~ll)は評価しやすいですかっ
①非常に評価しやすい 3名 ② やや評価しやすい 13名
③ やや評価しづらい 6名 ④ 非常に評価しづらい O名

⑤ どち5でもない 4名

③その他( 2名

5.これまで使用されたトリアージタッグの感想をお聞かせください。

① 非常に使いやすい 2名 ② やや使いやすい 5名
③ やや使いづらい 2名 ④非常に使いづらい 1名
⑤ どち5でもない 4名

り)二次トリアージで“ 1 (赤rとすべき基準は救護活動において使いやすいです

か?

①非常に使いやすい 5名
③ やや使いづうし) 2名

⑤ どちらでもない 4名

② やや使いやすい 15名
④非常に使いづらい O名

6. 次トリアージを行う際の明躍な基準を決めておられますかっ

①決めている 3名 ②決めていない 31名

13 今回のトリアージタック、は使いやすかったですか?

①非常に使いやすい B名 ②やや使いやすい 21名
③ やや使いづ5し) 2名 ④ 非常に使いづらい O名
⑤ どちらでもない 1名

7 二次トリアージを行う際の明確芯基準を決めておられますかっ

① 決めている 1名 ②決めていない 32名

8. START式トリアージについてと存じでしたかっ

① よく知っていた 1名 ② 少し知っていた 14名
③ 全く知らなかった 19名

14.今後、このトリアージタッグを使用したいと思われますか?

① ぜひ使用したい 7名 ② 使用しでもよい 22名

③ あまり使用したくない 1名 ④ 使用したくない 1名
⑤ その他 O名

9.パイタルサインや意識レベル、解剖学的損傷を用いた二次トリアージ基準について

ご存じでしたか?

① よく知っていた 0名 ②少し知っていた り名

③全く知5なかった 15名

式模
タ擬
ツ患
グ者
とを
の用
有い
用た
性自11

の練
些で
竪の
n、E口、

討説
庁
霊童

救:急救命第14号 24

{
対
象
と
方
法
}

関
西
国
際
空
港
で
の
航
空
機
事
故
消
火
救
難
総
合
訓
練

で
の
使
用
を
通
じ
て
、
新
書
式
タ
ッ
グ
は
正
確
な
患
者
情

報
の
収
集
を
可
能
と
し
、
ト
リ
ア

i
ジ
の
正
診
率
も
上
昇

さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
総
合
訓
練

は
患
者
情
報
を
看
板
形
式
で
提
供
し
た
も
の
で
あ
り
、
混

乱
す
る
災
害
現
場
で
実
際
に
負
傷
者
の
身
体
的
評
価
を
行

い
つ
つ
ト
リ
ア
l
ジ
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
実
際
の
災
害
現
場
を
再
現
し
て
模
擬
損
傷
を
施
し
た

模
擬
負
傷
者
を
用
い
て
総
務
省
消
防
庁
書
式
の
タ
ッ
グ
と

今
回
の
新
タ
ッ
グ
の
有
用
性
を
比
較
検
討
し
た
。
具
体
的

に
は
、
一
次
ト
リ
ア
l
ジ
用
、
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
用
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
一

O
名
の
模
擬
負
傷
者
を
用
意
し
、
傷
病
に

応
じ
た
演
技
指
導
と
模
擬
損
傷
を
施
し
た
。
さ
ら
に
模
擬

負
傷
者
に
は
災
害
現
場
の
臨
場
感
を
出
す
よ
う
、
大
声
で

叫
ん
だ
り
、
動
き
回
っ
た
り
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。
損

傷
部
位
や
意
識
レ
ベ
ル
な
ど
は
可
能
な
か
ぎ
り
模
擬
損
傷

や
演
技
で
表
現
さ
せ
、
血
圧
や
呼
吸
回
数
、
爪
圧
迫
後
の

再
充
満
時
間
な
ど
は
ト
リ
ア
l
ジ
実
施
者
が
尋
ね
た
場
合

に
の
み
答
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

ト
リ
ア

1
ジ
実
施
者
と
し
て
救
急
救
命
士
学
校
の
学
生

八
O
名
を
、
消
防
庁
書
式
の
タ
ッ
グ
を
使
用
し
て
ト
リ
ア

l
ジ
を
行
う
四
O
名
と
、
新
タ
ッ
グ
を
用
い
て
ト
リ
ア
l

ジ
を
行
う
四

O
名
の
二
群
に
分
け
た
。
ト
リ
ア
l
ジ
を
実

施
す
る
学
生
は
、
一

O
名
ず
つ
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
ま
ず

一
次
ト
リ
ア
l
ジ
用
に
準
備
し
た
模
擬
災
害
現
場
に
入

り
、
一
学
生
に
つ
き
一
名
の
負
傷
者
を
ト
リ
ア
l
ジ
し
、

タ
ッ
グ
へ
の
記
載
を
行
っ
た
。
次
に
、
二
次
ト
リ
ア
l
ジ

用
に
準
備
し
た
模
擬
救
護
所
に
行
き
、
間
様
に
一
学
生
が

一
名
の
負
傷
者
の
二
次
ト
リ
ア
i
ジ
を
行
っ
た
。

す
べ
て
の
ト
リ
ア

I
ジ
が
終
了
し
た
後
に
ト
リ
ア

I
ジ

タ
ッ
グ
を
回
収
し
、
タ
ッ
グ
へ
の
記
載
内
容
と
頻
度
、
ト

リ
ア

I
ジ
の
正
診
率
を
検
討
し
た
。

な
お
、
ト
リ
ア
l
ジ
実
施
者
と
し
て
参
加
し
た
救
急
救



命
士
学
校
の
学
生
に
は
ト
リ
ア

I
ジ
教
育
の
た
め
に
作
成

し
た
「
災
害
現
場
に
お
け
る
ト
リ
ア

l
ジ
」
の
ビ
デ
オ
を

見
せ
た
う
え
で
、
ト
リ
ア

I
ジ
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
を

講
義
し
た
。
ま
た
、
タ
ッ
グ
へ
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
も

事
前
に
指
導
し
た
。

{
結
果
}

1
.

タ
ッ
グ
お
も
て
面
の
記
載
頻
度
(
表
3
)

ト
リ
ア
l
ジ
実
施
日
、
実
施
時
間
、
実
施
者
氏
名
の
記

載
頻
度
に
は
両
タ
ッ
グ
の
間
に
差
を
認
め
な
か
っ
た
。

2
.

一
次
ト
リ
ア

1
ジ
の
正
診
率

一
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率
は
、
消
防
庁
書
式
の
タ

ツ
グ
を
使
用
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
三
五
・
O
%
で
あ

り
、
新
書
式
タ
ッ
グ
を
使
用
し
た
グ
ル
ー
プ
は
九
0
・

0
%
と
有
意
に
高
か
っ
た
。
ま
た
、
ト
リ
ア
l
ジ
で
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
判
定
に
い
た
る
ま
で
の
、
呼
吸
・
循
環
・

意
識
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
の
情
報
が
タ
ッ
グ
の
記
載
内
容

か
ら
読
み
と
れ
た
頻
度
は
新
書
式
タ
ッ
グ
で
は
九
五
%

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
消
防
庁
書
式
の
タ
ッ
グ
で
は
三

一
了
五
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

タッグおもて酉の記載頻度

消防庁書式タッグ、 新書式タッグ、

傷病者氏 名 98. 7% 98. 7% NS 

傷病者年齢 96.1% 97.5% NS 

傷病者性 別 94.8% 93.7% NS 

傷病者住所 84.2% 30.0% p <0. 05 

傷病者電話番 号 69.6% 14.3% p <0.05 

トリアージ実施者氏名 77.9% 81.0% NS 

表 1

タックう5面の記載頻度

消防庁書式タッグ 新書式タッグ、

パイタルサイン 31.4% 71.4% p <0. 05 

全身観察所見 60.0% 46.3% NS 

処 置 内 n廿- 16.0% 40.5% p <0.05 

時 刻 3.0% 64.0% p <0.05 

表2

タ
ッ
グ
う
ら
面
の
記
載
頻
度
(
表
4
)

模
擬
救
護
所
で
の
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
記
載
内
容
の

検
討
で
は
、
時
刻
の
記
載
頻
度
に
は
差
を
認
め
な
か
っ

た
が
、
呼
吸
数
や
血
圧
、
脈
拍
と
い
っ
た
パ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
や
意
識
レ
ベ
ル
の
記
載
頻
度
は
新
タ
ッ
グ
を
使
用
し

た
グ
ル
ー
プ
で
有
意
に
高
か
っ
た
。
特
に
こ
れ
ら
す
べ

て
の
項
目
を
記
載
し
て
い
た
の
が
旧
タ
ッ
グ
で
は
三
例

(
七
・
五
%
)
し
か
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
新
タ
ッ
グ
で

は
全
例
が
記
載
で
き
て
い
た
。
全
身
観
察
で
の
異
常
な

身
体
所
見
の
記
載
頻
度
に
は
有
意
差
を
認
め
な
か
っ
た

0

4
.

二
次
ト
リ
ア
l
ジ
の
正
診
率

二
次
ト
リ
ア

I
ジ
の
正
診
率
は
、
消
防
庁
の
旧
タ
ツ

グ
を
使
用
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
六
0
・
O
%
で
あ
り
、

新
書
式
タ
ッ
グ
を
使
用
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
七
七
・
五

%
で
あ
っ
た
が
統
計
学
的
有
意
差
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

{
ま
と
め
}

現
実
の
災
害
現
場
を
可
能
な
限
り
再
現
し
て
ト
リ
ア

1

ジ
を
行
っ
た
時
の
新
タ
ッ
グ
の
有
用
性
を
検
証
し
た
。
一

次
ト
リ
ア
l
ジ
で
は
、
新
タ
ッ
グ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り

3 

タッグう5面の記載頻度

消防庁書式タッグ、 新書式タッグ、

時 表日 67.5% 82.5% NS 

呼 吸 数 72.5% 100% p <0.005 

血 圧 67.5% 100% p <0.001 

1辰 拍 45.0% 100% p<O.OO1 

意識レベル 37.5% 100% p <0.001 

全身観察所見 85.0% 82.5% NS 

52.5% 

55.0% 

60.0% 

表3

トリアージ実施日

トリアージ実施時間

表4

トリアージ実施者氏名

ト
リ
ア

i
ジ
の
正
診
率
が
改
善
す
る
の
み
で
な
く
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
決
定
に
い
た
っ
た
根
拠
も
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
。
二
次
ト
リ
ア
l
ジ
で
は
、
負
傷
者
の
パ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
や
意
識
レ
ベ
ル
の
記
載
頻
度
が
新
タ
ッ
グ
で
高

く
、
救
護
所
で
の
負
傷
者
の
状
態
が
把
握
し
や
す
か
っ

た
。
今
回
の
新
書
式
の
タ
ッ
グ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
現
場
か
ら
救
護
所
に
い
た
る
負
傷
者
の
経
過
が
把
握

で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
特
に
混
乱
す
る
災
害

現
場
で
の
一
次
ト
リ
ア
l
ジ
に
お
い
て
は
新
書
式
タ
ッ
グ

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
リ
ア

1
ジ
の
正
診
率
を
上
げ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

{
結
論
}

今
回
、
我
々
が
作
成
し
た
新
書
式
タ
ッ
グ
を
二
種
類
の

災
害
訓
練
で
用
い
て
行
っ
た
研
究
の
結
果
、
以
下
の
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

1.

災
害
現
場
で
ト
リ
ア

I
ジ
を
行
う
者
は
必
ず
し
も
災

害
医
療
に
精
通
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
ト
リ
ア

i
ジ

に
つ
い
て
の
知
識
が
不
十
分
な
こ
と
も
あ
る
。

2
.

新
書
式
タ
ツ
グ
を
用
い
る
と
、
一
次
ト
リ
ア
l
ジ
の

正
診
率
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
に

至
っ
た
根
拠
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

3.

新
書
式
タ
ッ
グ
を
用
い
る
と
二
次
ト
リ
ア

I
ジ
を
行

っ
た
際
の
時
刻
や
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
意
識
レ
ベ
ル
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ト
リ
ア
l
ジ
の
正

診
率
も
改
善
す
る
傾
向
に
あ
る
。

4.

以
上
に
よ
り
、
よ
り
実
践
的
な
ト
リ
ア
l
ジ
タ
ツ
グ

を
作
成
す
る
た
め
に
は
以
下
の
点
が
重
要
で
あ
る
と
結

論
で
き
る
。

・
混
乱
す
る
災
害
現
場
で
誰
も
が
的
確
に
ト
リ
ア
l
ジ

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
プ
ロ
セ
ス

で
行
え
る
ト
リ
ア
l
ジ
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、

そ
の
確
認
項
目
を
ト
リ
ア
l
ジ
タ
ッ
グ
の
書
式
に
組

み
入
れ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
ト
リ
ア
l
ジ
タ
ッ
グ
の
書
式
に
は
、
医
療
救
護
活
動

で
不
可
欠
な
項
目
を
厳
選
し
て
取
り
入
れ
、
ト
リ
ア

l
ジ
基
準
と
し
て

S
T
A
R
T
式
や
、
日
常
使
い
慣

れ
た
分
類
を
表
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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救急振興財団平成15年度救急に関する調
事業助成『救急医療従事者I~対する解剖
いた解剖学及び外傷教育の調査研究J.. 

JlI岸久太脇
信州大学医学部第 2解剖学講座

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
救
急
救
命
士
制
度
は
平
成
三
年
の
発
足

以
来
一

O
年
以
上
の
年
月
が
経
っ
た
。
そ
の
問
、
平
成
一

二
年
五
月
に
は
「
病
院
前
救
護
体
制
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
報
告
書

h
が
出
さ
れ
、
救
急
救
命
士
の
業
務
内
容

の
充
実
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
そ
の

後
救
急
救
命
士
の
特
定
行
為
の
内
容
は
気
管
挿
管
・
使
用

薬
剤
の
増
加
な
ど
、
制
度
発
足
当
初
か
ら
比
べ
る
と
飛
躍

的
に
高
度
化
し
て
き
で
い
る
。

ま
た
同
報
告
書
で
は
、
救
急
救
命
士
の
教
育
に
関
し
て

も
、
他
の
医
療
資
格
に
比
べ
基
礎
医
学
教
育
の
不
足
な
ど

多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
実
捺
我
々
が
行
っ
た
調

査
ω
で
も
、
多
く
の
救
急
救
命
士
が
解
剖
学
的
知
識
の
不

足
を
感
じ
な
が
ら
、
実
際
の
救
急
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
我
々
は
救
急
救
命
士
の
養
成
課
程
で
ど
の

様
な
基
礎
医
学
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
調
査
を
実
施

し
た
。
加
え
て
救
急
救
命
士
に
対
し
有
効
な
解
剖
学
・
外

傷
学
を
含
ん
だ
広
範
な
臨
床
解
剖
学
の
教
育
方
法
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。

救
急
救
命
士
養
成
学
校
に
お
け
る
解
剖
学

教
育
の
実
情
と
解
剖
体
を
用
い
た
教
育

救
急
救
命
士
の
養
成
課
程
は
修
業
年
限
六
ヶ
月
の
消
防

職
員
対
象
の
課
程
か
ら
修
業
年
限
二
j
四
年
の
専
門
学
校

・
大
学
と
様
々
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
我
々
は
各
種
救
急

救
命
士
養
成
学
校
に
対
し
解
剖
学
教
育
の
現
状
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
内
容
は
解
剖
講
義
時
間

数
、
解
剖
見
学
の
実
施
の
有
無
、
向
見
学
が
な
い
場
合
の

理
由
と
解
剖
見
学
実
施
希
望
の
有
無
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
国
救
急
救
命
士
教
育
施
設
協
議
会
に

所
属
す
る
大
学
・
専
門
学
校
二
二
校
(
民
間
施
設
)
と
救

急
隊
員
向
け
の
六
ヶ
月
養
成
課
程
を
も
っ
救
急
救
命
研
修

所
・
消
防
学
校
等
二
一
校
(
消
防
関
連
施
設
)
に
対
し
て

実
施
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
全
体
で
は

二
五
校
中
二
二
校
(
八
八
%
)
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
解
剖
講
義
時
間
数
は
二
二
j

一
四
六
時
間

(
平
均
五
六
・
五
時
間
)
と
各
校
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
っ

た
(
図
1
)
。
ま
た
、
六
校
(
二
七
%
)
が
講
義
時
間
不

足
と
回
答
し
た
。

解剖講義時間数と施設数図 1

救:意救命第14号 26

全体 消防関連

40時間未満

盤 40-60時間

口60時間超

民間

11 

15 

10 

5 

。



こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
我
々
が
注
目
し
た
の
は
、
短

時
間
で
あ
っ
て
も
多
く
の
解
剖
学
的
知
識
を
習
得
で
き
る

優
れ
た
教
育
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
人
体
解
剖
見
学
で
あ

る
。
ま
た
人
体
解
剖
見
学
は
解
剖
学
的
知
識
の
ほ
か
に
も

医
療
従
事
者
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
情
操
教
育
に
も
非
常

に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
同
o

こ
の
人
体
解
剖
見
学
は
全
体
で
九
校
(
四
一
%
)
が
実

施
し
て
い
る
が
、
医
学
部
に
お
け
る
系
統
解
剖
を
利
用
し

た
見
学
は
四
校
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
他
は
法
医
解
剖
三

校
、
病
理
解
剖
一
校
、
海
外
に
お
け
る
解
剖
実
習
が
一
校

で
あ
っ
た
(
図
2
)
。
注
意
す
べ
き
点
は
、
教
育
の
為
に

篤
志
献
体
者
を
用
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
系
統
解
剖
体
を

用
い
た
人
体
解
剖
見
学
は
、
わ
ず
か
四
校
し
か
な
い
点
で

あ
ろ
う
。
法
医
解
剖
や
病
理
解
剖
の
場
合
御
遺
体
本
人
の

生
前
の
意
思
確
認
や
遺
族
の
承
諾
を
得
ら
れ
て
い
る
か
の

判
断
が
難
し
く
、
ま
た
他
国
で
の
実
習
は
国
民
感
情
等
、

多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
未
実
施
の
教
育
施
設
に
お
け
る
主
な
理
由
は
、

時
間
的
に
不
可
能
(
四
校
)
と
い
う
も
の
と
、
協
力
施
設

が
無
い
(
五
校
)
と
い
う
二
つ
に
大
別
で
き
た
。
し
か
し
、

将
来
的
な
人
体
解
剖
見
学
の
導
入
希
望
は
未
実
施
二
二
校

中
一
一
校
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
多
く
の
学
校
が
解
剖
学
的
知

識
の
み
な
ら
ず
、
生
命
倫
理
教
育
等
の
観
点
か
ら
も
解
剖

見
学
を
希
望
し
て
い
る
が
、
協
力
施
設
不
足
や
講
義
時
間

数
の
制
約
で
実
施
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
人
体
解
剖
見
学
実
施
場
所
と
な
る
各
医

科
大
学
解
剖
学
講
座
へ
の
啓
蒙
活
動
と
効
果
的
な
モ
デ
ル

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

た。

な
お
、
参
考
ま
で
に
同
種
の
調
査
を
全
国
の
消
防
学
校

救
急
標
準
課
程
に
対
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
(
有
効
回
答
四

一
校
)
、
解
剖
学
の
講
義
時
間
数
は
五
j
四
四
時
間
(
平

均
二
四
時
間
)
で
あ
っ
た
。
ま
た
人
体
解
剖
見
学
は
一

O

校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
七
校
が
実
施
希
望
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
の
学
校
で
は
時
間
的
に
解
剖
見
学
の
実
施

が
難
し
い
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

人体解剖晃学実施施設数及びその内容図2

4 

3 

2 

5 

その他国外病理解剖法医解剖系統解剖

。

第
三
一
回
救
急
医
学
会
総
会
に
お
け
る

サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

ま
た
当
調
査
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
一
五
年

一
一
月
一
一

O
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た

第
三
一
回
日
本
救
急
陸
学
会
総
会
に
併
設
す
る
形
で
サ
テ

ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
救
急
医
療
従
事
者
(
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
)
に
対
す
る
解
剖
体
を
用
い
た
解
剖
学
お

よ
び
外
傷
学
教
育
」
を
開
催
し
た
(
写
真
1
)
。
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
に
は
救
急
医
学
の
立
場
か
ら
、
太
田
宗
夫
全
国
救

急
救
命
士
養
成
施
設
協
議
会
長
、
田
中
秀
治
国
士
舘
大
学

教
授
、
吉
田
竜
介
救
急
救
命
東
京
研
修
所
特
別
講
師
を
、

ま
た
解
剖
学
の
立
場
か
ら
は
大
谷
修
富
山
医
科
薬
科
大
教

授
、
坂
井
建
雄
順
天
堂
大
学
教
授
を
迎
え
、
奥
寺
敬
富
山

医
科
薬
科
大
学
教
授
・
森
泉
哲
次
信
州
大
学
教
授
を
座
長

と
し
て
開
催
し
た
。
解
部
学
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら

日
本
解
剖
学
会
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
救
急

救
命
士
養
成
に
携
わ
る
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
解
剖
学
教

育
の
重
要
性
お
よ
び
解
剖
体
を
用
い
た
教
育
に
対
す
る
要

望
が
相
次
い
で
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
会
場
か
ら
は
、
田
中
行
夫
山
梨
大
学
講
師
よ
り

A
C
L
S
(
I
C
L
S
)
に
も
解
剖
学
が
重
要
で
あ
る
旨

の
発
言
や
、
小
倉
真
治
岐
阜
大
学
教
授
よ
り
3
D
教
材
を

併
用
し
た
解
剖
学
教
育
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
発

一一一一口があった。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
島
崎
修
次
救
急
医
学
会

理
事
長
よ
り
救
急
救
命
士
教
育
に
お
け
る
基
礎
医
学
教
育

の
重
要
性
と
、
救
急
医
学
会
と
し
て
も
解
剖
学
会
と
協
力

し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
旨
の
特
別
発
一
一
一
一
口
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が
な
さ
れ
た
。

解
剖
学
会
に
お
け
る
救
急
救
命
士
教

育
の
取
り
組
み

従
来
、
日
本
解
剖
学
会
に
お
い
て
は
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
教

育
の
充
実
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
調
査
・

研
究
ω
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
救
急
救
命
士
の
教

育
に
関
し
て
は
そ
の
歴
史
が
一

O
数
年
と
浅
く
、
解
剖
学

の
専
任
教
員
の
教
育
へ
の
関
与
が
少
な
い
た
め
、
日
本
解

剖
学
会
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。

本
調
査
研
究
を
き
っ
か
け
と
し
、
平
成
一
五
年
に
行
わ

れ
た
日
本
篤
志
献
体
協
会
・
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会
共
催

の
「
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
教
育
に
お
け
る
人
体
解
剖
実
習
に
つ

い
て
の
調
査
』
で
は
救
急
救
命
士
養
成
校
も
調
査
対
象
と

し
て
正
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

ま
た
、
前
述
の
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翌
日
、

平
成
五
年
一
一
月
一
二
日
に
は
日
本
歯
科
大
学
に
お
い

て
全
国
の
解
剖
学
教
室
の
献
体
実
務
拐
当
者
会
議
が
開
催

さ
れ
、
同
時
開
催
さ
れ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
体
解

サテライトシンポジウムで謂査の経緯を説明する座長の奥寺敬教授

剖
実
習
を
も
と
め
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
声
に
ど
う
応
え
る

か
」
に
お
い
て
救
急
医
学
会
総
会
に
お
け
る
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
降
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会
(
献
体
者
団
体
の
総
会
)
や

献
体
実
務
担
当
者
会
議
に
お
い
て
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
教
育
へ

の
理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
る
と
共
に
、
救
急
救
命
士
に

対
す
る
解
剖
学
教
育
の
充
実
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
必

要
性
に
対
す
る
理
解
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
(
図
3
)
。

人
体
解
剖
見
学
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
の
試
み

写真 1

信
州
大
学
医
学
部
第
二
解
剖
学
講
座
で
は
平
成
一
二
年

度
よ
り
救
急
救
命
士
お
よ
び
救
急
標
準
課
程
修
了
者
に
対

す
る
人
体
解
部
見
学
を
実
施
し
て
き
た
。
医
学
教
育
に
お

け
る
人
体
解
剖
見
学
(
実
習
)
の
重
要
性
や
効
果
川
に
つ

い
て
は
従
来
か
ら
多
く
の
調
査
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

多
く
の
者
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

我
々
は
救
急
医
療
従
事
者
に
特
化
し
た
形
で
、
短
時
間

に
効
果
的
に
解
剖
学
的
知
識
か
ら
臨
床
解
部
学
・
外
傷
学

ま
で
教
育
す
る
方
法
を
検
討
出
し
て
き
た
。

ま
ず
人
体
解
剖
見
学
の
実
施
時
期
で
あ
る
が
、
解
剖
学

学
習
初
期
・
学
習
終
了
後
・
実
務
経
験
後
等
が
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
解
部
学
学
習
初
期
で
は
短
時
間
の
人
体
解
部

見
学
に
よ
る
教
育
効
果
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際

に
は
学
習
終
了
後
と
実
務
経
験
後
が
解
剖
見
学
の
時
期
と

し
て
適
当
と
考
え
ら
れ
、
時
期
に
よ
っ
て
は
多
少
異
な
る

心
理
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
の
時
期
も
解
剖

学
的
知
識
の
理
解
に
関
し
て
は
同
程
度
効
果
的
で
あ
っ
た

こ
と
が
我
々
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
救
急
救

命
士
が
基
礎
医
学
を
学
校
で
学
習
し
た
後
、
人
体
解
部
見

学
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。

人
体
解
剖
見
学
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
信
州
大
学

で
行
っ
て
い
る
人
体
解
剖
見
学
は
一
日
(
約
七
時
間
)
で

あ
る
。
た
だ
し
実
際
の
実
習
室
に
お
け
る
実
習
に
つ
い
て

は
午
後
半
日
(
四
時
間
程
度
)
で
あ
る
。

午
前
中
(
約
三
時
間
)
は
講
義
室
に
お
い
て
簡
単
な
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
そ
の
後
実
習
で
の
観
察
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
講
義
を
行
う
。
さ
ら
に
人
体
解
部
見
学
に
お
い
て
重

要
な
の
は
献
体
制
度
や
法
律
の
解
説
に
加
え
献
体
者
に
対

す
る
感
謝
な
ど
医
療
従
事
者
と
し
て
の
情
操
面
の
教
育
で

あ
ろ
う
。

図3 日本解音Ij学会における救急救

命士教育の啓蒙活動
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午
後
半
日
(
約
四
時
間
)
の
実
習
で
は
黙
藤
か
ら
始
ま

り
、
は
じ
め
に
解
剖
体
か
ら
摘
出
さ
れ
た
臓
器
標
本
を
説

明
・
観
察
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
解
剖
体
に
お
い
て
臓
器
の

位
置
な
ど
立
体
的
な
解
剖
学
的
知
識
を
学
習
し
、
黙
藤
で

終
了
す
る
も
の
で
あ
る
(
写
真
2
)
。
こ
の
中
で
は
喉
頭

展
開
を
実
際
の
摘
出
標
本
で
行
っ
た
り
、
解
剖
体
を
用
い

て
桧
細
動
や
気
道
確
保
な
ど
の
各
種
処
置
と
解
剖
学
の
関

係
を
学
習
す
る
と
共
に
、

C
T
、
M
R
I
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
等
を
用
い
疾
患
や
外
傷
に
関
連
し
た
事
項
も
教
育
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
総
合
す
る
と
、
事
前
教
育
な
し
に
、

ま
た
人
体
解
剖
見
学
に
お
い
て
も
適
切
に
準
備
さ
れ
た
標

本
や
解
剖
体
を
用
い
ず
に
は
適
切
な
知
識
の
習
得
が
不
可

能
で
あ
り
、
ま
た
解
剖
に
関
し
十
分
な
知
識
と
経
験
を
持

っ
た
も
の
が
指
導
し
な
け
れ
ば
人
体
解
剖
見
学
の
効
果
は

減
少
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
逆
に
吾
一
早
え
ば
、
こ
れ
ら

が
十
分
考
蔵
さ
れ
た
人
体
解
剖
で
あ
れ
ば
半
日
程
度
の
時

間
で
あ
っ
て
も
解
剖
学
の
み
な
ら
ず
臨
床
解
剖
学
や
外
傷

学
の
十
分
な
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。

今
後
、
救
急
救
命
士
教
育
関
係
者
・
日
本
救
急
医
学
会

と
日
本
解
剖
学
会
よ
り
協
力
を
得
て
、
教
育
内
容
の
更
な

る
改
善
と
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
が
な
さ
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

最
後
に

人体解剖見学の風景(標本を用いての説明)

救
急
医
療
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
多
く
の
救
急
救
命
士

は
、
実
際
の
救
急
現
場
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
エ
コ

i
無
し

に
、
解
剖
学
的
知
識
や
臨
床
医
学
的
知
識
を
も
と
に
病
態

の
観
察
・
評
価
を
行
う
。
さ
ら
に
、
高
度
化
す
る
救
急
救

命
士
の
業
務
内
容
を
十
分
に
理
解
し
安
全
に
実
施
す
る
に

は
、
臨
床
医
学
的
知
識
の
ほ
か
に
、
そ
の
基
礎
と
な
る
基

礎
医
学
的
知
識
の
習
得
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
救
急
救
命
士
の
養
成
課
程
に
お
け
る
解
剖
学
教
育

時
間
数
は
他
の
医
療
資
格
の
養
成
課
程
に
比
べ
非
常
に
少

な
い
。
こ
の
様
な
救
急
救
命
士
の
教
育
に
は
、
効
果
的
な

教
育
法
を
用
い
最
大
限
の
効
果
を
得
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

我
々
の
諦
査
・
研
究
で
は
人
体
解
剖
見
学
に
よ
る
解
剖

学
お
よ
び
臨
床
解
部
学
や
外
傷
学
の
教
育
は
、
そ
の
た
め

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
人
体
解
部
見
学
が
行
え
る
施
設
は
死
体
解

剖
保
存
法
上
、
大
学
の
医
学
部
も
し
く
は
歯
学
部
の
み
と

写真2

限
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
人
体
解
剖
見
学
を
希
望
す
る
医

療
従
事
者
養
成
校
は
多
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
制
約
等
か

ら
も
、
多
く
の
大
学
で
人
体
解
剖
見
学
を
無
条
件
に
引
き

受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
救
急
救
命
士
が

人
体
解
剖
見
学
に
よ
る
解
剖
学
教
育
を
受
け
、
全
体
と
し

て
医
療
従
事
者
と
し
て
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が

強
く
望
ま
れ
る
。
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救
急
救
命
士
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
除
細
動
の
包

括
的
指
示
化
及
び
気
管
挿
管
の
実
施
に
続
き
、
平
成

一
八
年
四
月
か
ら
薬
剤
(
エ
ビ
ネ
プ
リ
ン
)
の
使
用

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
既
資

格
取
得
者
に
対
し
て
は
追
加
講
習
が
、
新
規
養
成
者

に
対
し
て
は
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修
が
加
わ

る
な
ど
教
育
訓
練
事
業
の
拡
充
と
研
修
体
系
の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
今
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
応

す
る
た
め
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
や
関
係
行
政

機
関
・
団
体
、
救
急
医
療
関
係
者
等
の
理
解
と
協
力

を
深
め
な
が
ら
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
全
国
の
救
急

隊
員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
の
資
格
取
得
の
た

め
の
研
修
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
訓
練
事
業
の

充
実
を
期
す
る
と
と
も
に
、
救
急
に
関
す
る
各
種
調

査
研
究
事
業
や
、
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
活
動
に
関
す
る
事
業
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、

救
急
体
制
の
振
興
と
救
急
業
務
の
一
層
の
高
度
化
に

資
す
る
も
の
と
す
る
。

ー
救
急
隊
員
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練

事
業
等
の
推
進

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を

救怠救命第14号 30
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対
象
と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
に
お
い
て
は
第
二
八
期
及

び
第
二
九
期
の
研
修
(
各
期
一
二

O
O
名
を
予
定
)
を
、

ま
た
九
州
研
修
所
に
お
い
て
は
第
一
二
期
及
び
第
二

二
期
の
研
修
(
各
期
二

0
0名
を
予
定
)
を
、
そ
れ

ぞ
れ
実
施
す
る
。
こ
の
結
果
、
明
年
三
月
末
で
の
両

研
修
所
の
卒
業
生
(
見
込
み
)
総
数
は
、
二
、
二

四
六
名
と
な
る
。

ま
た
、
薬
剤
投
与
が
実
施
可
能
な
救
急
救
命
士
を

養
成
す
る
た
め
、
今
年
度
は
、
既
資
格
取
得
者
に
対

す
る
追
加
講
習
を
九
州
研
修
所
で
先
行
的
に
実
施

(一一

O
名
程
度
を
予
定
)
す
る
。

2 

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
推
進

全
国
の
救
急
隊
員
等
に
対
し
て
実
務
的
観
点
か
ら

の
研
究
・
研
修
及
ぴ
意
見
交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
消
防
機
関
の
行
う
救
急
業
務
の
充
実
と

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
一
四
回
全
国
救

急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
新
潟
市
消
紡
局
と
の
共
催

で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
海
外
に
お
け
る
救
急
に
関

す
る
先
進
的
な
事
例
調
査
や
、
消
防
機
関
・
医
療
機

関
に
お
け
る
先
進
的
な
調
査
研
究
へ
の
助
成
な
ど
、

救
急
業
務
の
一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
調
査
研
究
事

業
を
推
進
す
る
。

3

住
民
に
対
す
る
蕗
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
関
す
る
事
業
等
の
推
進

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て
、
昨
年
七
月
か
ら
認
め

ら
れ
た
自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
A
E
D
)
の
使
用

を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
等
の
普
及
啓
発
を
支
援
す
る

た
め
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
広
報
車
や
資
器
材
の

交
付
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
組

織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
行
う
応
急
手
当
の

講
習
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
救
急
基
金
事
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
普
及

を
図
り
つ
つ
、
消
防
機
関
が
行
う
応
急
手
当
普
及
啓

発
用
資
器
材
の
交
付
に
活
用
す
る
。

4

救
急
体
制
強
化
の
た
め
の
支
援
事
業
の

推
進

消
防
職
員
で
あ
る
救
急
救
命
士
を
対
象
と
し
た
気

管
挿
管
実
施
に
必
要
な
専
門
的
講
習
に
対
す
る
支
援

を
継
続
す
る
。
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新
潟
中
越
地
震
へ
の
東
京
D
M
A
T
出
動
と

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

『
新
し
い
動
き
が
あ
っ
た
。
』

(

一

O
月
二
六
日
付
朝
日
新
聞
)

昨
年

一
O
月
一一一
一一日
に
発
生
し
た
新
潟
中
越
地
震
に
関

す
る
報
道
の
な
か
に
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
。

東
京
都
が
八
月
に
発
足
さ
せ
た
ば
か
り
の
災
害
医
療

派
遣
チ

l
ム
「
東
京
D
M
A
T
」
が
、

い
ち
早
く
、

小
国
町
に
入
っ
た
。
医
師
や
看
護
師
、
事
務
職
員
ら

一
四
人
で
編
成
さ
れ
、
け
が
人
の
治
療
に
あ
た
っ

た
。
「
プ
リ
ベ
ン
タ
ブ
ル
・
デ
ス

(
防
ぎ
得
た
死
こ

を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
。
そ
れ
が
災
害
医
療
の
目
的

だ
。
「
東
京
D
M
A
T
」
は
、
そ
の
道
の
先
進
国
、

米
国
に
な
ら
い
、
国
に
先
行
し
て
東
京
都
が
始
め

た
。

一
O
月
一一一
一一日
出

一
七
時
五
六
分
新
潟
県
中
越
地
区
に

震
度
六
強
の
地
震
発
生
。
そ
の
二
時
間
後
、
東
京
D
M
A

T
計
画
運
営
検
討
委
員
会
の
辺
見
委
員
長
か
ら
東
京
D
M

A
T
の
出
動
喚
起
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
杏
林
大
学
高
度
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
直
ち
に
勤
務
調
整

を
行
い
、

D
M
A
T
二
チ
l
ム
を
編
成
で
き
る
隊
員
が
自

主
的
待
機
状
態
に
入
っ
た
。

東
京
D
M
A
T
は
、
そ
の
二
か
月
余
り
前
に
発
足
式
を

終
え
た
ば
か
り
の
救
急
災
害
派
遣
チ
l
ム
。
災
害
や
テ
ロ

な
ど
が
起
こ
っ
た
際
に
、

い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
緊

急
医
療
を
施
す
、
巴

g件
。
円
宮
包
片
包
〉
ω巳
ω片
山
口
の
め
吋

g
B

で
あ
る
。
二
日
間
の

B
T
研
修
と
一
日
間
の

R
S
研
修
を

経
て
認
証
さ
れ
た
医
師

一
名
、
看
護
師
二
名
、
事
務
官

一

名
の
四
名
で

一
チ
l
ム
が
構
成
さ
れ
る
。
都
内
七
病
院
に

八
九
名
の
隊
員
が
登
録
さ
れ
て
い
た
。

小
国
聞
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動

地
震
発
生
の
翌
二
四
日
、
新
潟
県
か
ら
東
京
都
総
合
防

災
部
へ
の
出
動
要
請
を
受
け
て
、

三
病
院
四
チ
l
ム
の
東

京
D
M
A
T
の
派
遣
が
決
定
し
た
。

一
四
時

O
O
分
自
衛

隊
ヘ
リ
三
機
に
分
乗
し
、
立
川
陸
上
自
衛
隊
基
地
か
ら
震

源
地
の
小
千
谷
市
に
隣
接
す
る
小
国
町
に
向
か
っ
た
。

五
時
四

O
分
渋
海
小
学
校
校
庭
に
着
陸
。

一
五
時
五

O
分

小
国
町
震
災
対
策
本
部
に
到
着
し
、
被
害
状
況
の
確
認
や

内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

小
田
町
は
震
度
六
を
記
録
し
、
周
辺
の
町
に
通
じ
る
道

路
が
す
断
さ
れ
、
孤
立
し
た
状
態
に
あ
っ
た
。
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
の
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
は
途
絶
し
、
携
帯
電
話
を
含

め
た
電
話
も
不
通
で
あ
っ
た
。
人
口
約
七
、

0
0
0
人
の

一
割
余
り
が
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
避
難

芳裕
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所
に
避
難
し
て
い
た
。
チ
i
ム
を
分
散
し
、
診
療
所
及
び

町
内
五
箇
所
の
避
難
所
の
医
療
救
護
活
動
を
開
始
し
た
。

木
か
ら
転
落
し
た

一
名
の
心
肺
停
止
患
者
を
除
く
と
、
緊

急
に
治
療
を
要
す
る
重
症
外
傷
患
者
は
な
か
っ
た
が
、
避

難
後
内
服
薬
を
切
ら
し
血
圧
を
気
に
す
る
人
、
感
冒
様
症

状
を
訴
え
る
人
、
ト
イ
レ
を
我
慢
し
て
水
分
摂
取
を
控
え

脱
水
症
状
が
あ
る
人
、
疲
労
に
よ
り
体
調
不
良
を
訴
え
る

人
、
不
安
・
不
眠
を
訴
え
る
人
な
ど
診
察
を
希
望
す
る
多

く
の
人
が
い
た
(
図
1
、
図
2
)
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
が
三

O
%
以
上
を
占
め
る
こ
と
も
あ
り
、
感
染
症
の
蔓

延
や
慢
性
疾
患
の
急
性
増
悪
を
予
防
す
る
た
め
の
措
置
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
避
難
所
の
環
境
改
善
、
保
健
衛

図 l

生
指
導
、
今
後
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
内
因
性
疾
患
へ
の
対

応
、
必
要
物
品
・
人
材
の
後
方
支
援
な
ど
の
調
整
を
行
つ

た
後
、

一
O
月
二
五
日
活
動
を
終
了
し
た
。

『車
中
泊
の
死
二
人
恐
い

ミ
l
ク
ラ
ス
症
候
群
」
』

(

一

O
月
二
六
日
付
読
売
新
聞
)

「
工
コ
ノ

帰
京
後
の

二
六
日
、
目
に
し
た
テ
レ
ビ
・
新
聞
報
道

で
、
車
中
で
避
難
生
活
を
し
て
い
た
被
災
者
が
肺
塞
栓
症

(
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
)

で
死
亡
し
た

」
と
を
知
っ
た
。
た
し
か
に
、
小
国
町
で
も
い
つ
止
む
と

も
知
れ
な
い
余
震
に
怯
え
、
路
上
や
避
難
所
の
駐
車
場
に

図2

止
め
た
車
で
寝
泊
ま
り
す
る
被
災
者
を
数
多
く
見
た
。
実

際
、
我
々
も
毛
布
を
三
枚
ず
つ
支
給
さ
れ
、
町
役
場
の

一

室
で
仮
眠
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
寒
さ
と
頻
回
に
お
こ
る

数急救命第14号 32

震
度
四

1
五
の
揺
れ
で
と
て
も
眠
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
被
災
地
に
あ
る
二
つ
の
県
立
病
院

で

一
O
月
二
九
日
か
ら

一一

月

一
日
ま
で
に
計
八
人
が
エ

コ
ノ
ミ

l
ク
ラ
ス
症
候
群
と
診
断
さ
れ
、

一
人
が
死
亡
、

一
人
が
重
症
で
広
域
搬
送
さ
れ
た
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

」
う
し
た
車
内
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
被
災
者
六
九

人
に
対
し
て
下
腿
に
静
脈
超
音
波
検
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
肺
塞
栓
症

一
人
、
症
状
の
あ
る
深
部
静
脈
血
栓
症
二

人
、
無
症
状
ま
た
は
検
査
時
の
圧
痛
の
み
の
ヒ
ラ
メ
静
脈

血
栓
症

一
九
人
の
計
二
二
人
に
静
脈
血
栓
が
認
め
ら
れ
た

」
と
も
報
告
さ
れ
た
。
(
新
潟
大
学
榛
沢
和
彦
医
師
)

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

」
の
に
わ
か
に
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
と
な
っ
た
エ
コ
ノ

7
lク
ラ
ス
症
候
群
と
は
、
航
空
機
旅
行
に
と
も
な
う
深

部
静
脈
血
栓
症

(
D
V
T
…
母
弓

〈
mw

ロO
己
ω

F
B
B
σ
o
'
 

巴
ω)

と
、
そ
の
血
栓
が
肺
動
脈
に
移
動
し
て
お
こ
る
肺

塞
栓
症
(
司
己
目

0
5ミ
何
日
σo-25)
の
通
称
名
で
あ
る
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
狭
い
座
席
に
長
時
間
乗
っ
て
い
た

人
に
多
く
発
症
し
た
た
め
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

フ
ア

ー
ス
ト
ク
ラ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
ゆ
っ
た
り
し
た
座

席
の
乗
客
に
も
発
症
す
る
し
、
航
空
機
以
外
の
乗
り
物
や

劇
場
な
ど
で
も
、

一
定
の
姿
勢
の
ま
ま
長
時
間
動
か
な
け

れ
ば
、
発
症
の
危
険
性
が
あ
る
。
二
0
0
0年
頃
よ
り
本

邦
で
も
臨
床
例
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
財
団
法
人



「
航
空
宇
宙
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

九

き
出
し
て
間
も
な
く
、
突
然
の
呼
吸
困
難
、
胸
痛
、
頻
呼

異
常
を
説
明
し
得
な
い
(
図
3
)
。
心
電
図
は
心
筋
梗
塞

九
三
j
二
0
0
0
年
の
八
年
間
に
四
四
例
の
発
生
が
あ

吸、

意
識
障
害
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
心

り
、
う
ち
四
例
が
死
亡
し
て
い
る
。
九
割
が
女
性
で
、
平

と
の
鑑
別
に
不
可
欠
で
、
急
性
肺
性
心
を
呈
す
る
も
の
に

は
有
用
で
、

S
Q
T
パ
タ
ー
ン
や
前
胸
部
誘
導
の
陰
性

T

肺
停
止
状
態
と
な
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
検
査
は
、
血

均
年
齢
は
六

一
歳
。
平
均
搭
乗
時
間
は

一一

・
六
時
間
で

液
ガ
ス
、
心
電
図
、
心
エ
コ

l
、
血
液
凝
固
マ

1
カ
l
、

一
般
に

波
な
ど
右
室
負
荷
の
所
見
が
見
ら
れ
る
(
図
4
)
。
造
影

あ
っ
た
。

長
時
間
の
飛
行
を
終
え
、
座
席
か
ら
立
ち
あ
が
っ
て
歩

肺
血
流
シ
ン
チ
、
造
影

C
T
な
ど
を
施
行
す
る
。

C
T
で
肺
動
脈
内
の
血
栓
像
が
認
め
ら
れ
(
図
5
)
、
肺

胸
部

X
線
写
真
は
所
見
に
乏
し
く
、
血
液
ガ
ス
デ

l
タ
の

図3

血
流
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
で
欠
損
像
が
認
め
ら
れ
れ
ば
(
図
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6
)
、
確
定
診
断
と
な
る
。

発
症
数
時
間
以
内
の
死
亡

率

は

三

O
j
四

O
%
と
高

く
、
と
く
に
シ
ョ
ッ
ク
を
と

も
な
う
場
合
に
は
、
発
症
後

二
時
間
以
内
の
死
亡
率
が

0
1
七
五
%
に
及
ぶ
。
し
た

が
っ
て
、
治
療
は
緊
急
を
要

す
る
。
た
だ
ち
に
呼
吸
・
循

環
の
集
中
治
療
管
理
下
に
、

ウ
ロ
キ
ナ
l
ゼ
と
組
織
プ
ラ

ス
ミ
ノ

l
ゲ
ン
活
性
化
因
子

(
t
p
A
一
巳
ωω
口。

1
2
5「

ロ
。
向
。
ロ
何
百
巴
〈
m
Z
C
吋
)
に
よ
る

血
栓
融
解
療
法
、

ヘ
パ
リ
ン

に
よ
る
抗
凝
固
療
法
を
開
始

す
る
。
肺
動
脈
近
位
側
に
多

量
の
血
栓
が
存
在
す
る
場
合

に
は
、
経
皮
的
血
栓
吸
引
/

図4

破
砕
術
や
血
栓
摘
出
術
な
ど

の
外
科
的
治
療
も
考
慮
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

被
災
者
に
お
け
る
発
症
の
背
景

呼
び
か
け
、
啓
蒙
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
の
時
は
と
て
も
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

救急救命第14号 34

今
回
の
新
潟
中
越
地
震
に
お
い
て
も
、
被
災
者
の
深
部

急
性
期
の
災
害
医
療
活
動
に
は
、
外
傷
を
中
心
と
し
た

群
」
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

静
脈
血
栓
症
の
発
生
に
は
、
航
空
機
内
と
同
様
に
長
時
間

航
空
機
で
の
旅
行
の
際
に
発
生
す
る
深
部
静
脈
血
栓
症

の
着
席
と
脱
水
が
血
栓
形
成
に
大
き
く
関
与
し
た
と
推
測

た
被
災
者
全
員
を
視
野
に
入
れ
た
よ
り
細
か
な
健
康
管
理

治
療
・
処
置
の
み
な
ら
ず
、
受
傷
し
な
か
っ
た
人
を
含
め

さ
れ
て
い
る
。
何
人
も
の
家
族
が

一
台
の
車
の
中
で
窮
屈

に
夜
を
過
ご
し
、
ト
イ
レ
も
未
整
備
で
飲
水
を
極
力
我
慢

形
成
の
最
も
重
要
な
因
子
は
、
長
時
間
の
座
位
に
よ
る
血

行
機
内
の
低
湿
度
(
二
O
%程
度
)

液
の
う
っ
滞
と
血
液
粘
度
の
上
昇
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
飛

や

し
て
い
る
こ
と
を
、
我
々
は
確
か
に
見
聞
き
し
て
い
た
。

不
適
切
な
水
分
補
給
に
よ
る
脱
水
が
血

液
の
粘
度
上
昇
を
助
長
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
深
部
静
脈

血
栓
を
予
防
す
る
に
は
、
長
時
間
の
着

席
を
避
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
適
切
な

水
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
摂
取
す
る
水
分
は
、
糖
や
電
解
質

を
含
ん
だ
イ
オ
ン
飲
料
水
の
方
が
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
よ
り
優
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
旅
客
に
対
し

て
は
、

一
般
的
な
注
意
事
項
と
し
て
、

①
水
分
の
補
給
に
つ
と
め

(二
似
/
同

体
重
/
時
間
)
、
脱
水
を
防
ぐ
。
②
ア

ル
コ

l
ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン
を
と
り
す
ぎ

な
い
。
③
足
の
運
動
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
。
④
機
内
を
歩
行
す
る
口
⑤
ゆ
っ

た
り
し
た
服
装
に
す
る
。
⑥
弾
性
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
利
用
す
る
。
な
ど
を

や
保
健
衛
生
管
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。

図5
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①住所、 ②氏名、 ③年齢、④職業、 ⑤14号を読んで印象に残った記事、その他ご意見、ご感想

などをお書きのうえ、
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た、取材を希望される消防本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。
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春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
以
前
か
ら

一
度
は
行

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
「
昭
和
の
町
」
へ
と

足
を
延
ば
し
た
。
そ
こ
は
、
名
前
の
と
お
り
昭
和

ロ
マ
ン
を
街
併
さ
せ
る
町
並
み
で
あ

っ
た
。
ま

ず
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
昔
懐
か
し
い

赤
い
公
衆
電
話
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ガ
ラ
ス
戸
の

駄
菓
子
屋
、
中
に
は
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
や
ラ
ム

ネ
や
ガ
ラ
ス
瓶
に
詰
ま

っ
た
お
菓
子
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
に
も
感
動
、
昭
和
三

十
年
代
生
ま
れ
の
小
生
に
と

っ
て
は
、
と
て
も
懐

か
し
く
、
少
し
の
時
間
で
は
あ
っ
た
が
童
心
に
返

り
、
大
切
な
何
か
を
思
い
出
せ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。さ

て
、
今
後
、
救
急
救
命
士
に
は
、

気
管
内
チ

ュ
ー
ブ
の
使
用
に
加
え
薬
剤
投
与
の
処
置
が
拡
大

さ
れ
、
救
急
業
務
の
高
度
化
が
ま
す
ま
す
推
進
さ

れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
う
責
任
も

認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
初
心
を
忘
れ
ず
も

う

一
度
原
点
に
か
え
り
、
そ
し
て
新
し
い
も
の
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

(T
・
H
)
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